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Hiroo SASAKI 1954 A Biochemical Study of the Influence of Exposure 

to Cold upon Human Body. Low Temρerature Science， Ser. B. 11. 
(With English resum岳p.79 ) 

低温環境下の生体に闘する生化率的研究

佐令木得雄

(ft~ìl.1\.打診研究所 感染官官!勺)

t昭和却'1'2H ~洩)

結言

低叫にかぎらや，いろいろの外)Jによって生休がrtj~:fされるとき，生体のエネルギ ~ftì占J， 7k 

分， lii主主J11 t~~.j，民I\~ Z"'f，五 r~l ， )JW{Ht謝竿に外jJが大きく波及し，とれらの代謝のうちあるもの

は奈1¥設し，あるものはまたfじ症するであろう o じかしとれら代謝のldt衰のIi'，l~c有tfØ'1り i品iJ }tß'I'1:が

存在し，生体は常に e'.l (I'~i保1'i'の↑~(Jìi~ につとめ，とれら外力に到し泊/.(&;'1'1:を保持する。従って低

温の生休vC及ぼす影枠にIh却する生イt串rl'~研究にしても，1j，'ìl々の代謝につき深く腕去をするととも

大切で、はあるが，同時にそれら代謝につき山和|叫にわたり検討{，_.， よとの千j椛的協J)~'L't のもと

に，低a{ill乙到する生体の拙肱の)[]¥態百三全体として把握しておくととも主契な叫題のーっと三与え

られる。低温環境下のみ、ならや如何なる端境下の生休に闘する研究にしろ，本来の1111~~'生迎llt)!~

(1句 )j訟としては，ます=生休のそれら外)H乙到する越iI.出;の担当Ig，いわばその械;J~;'のj立を視察し，

;:jくにそのよって来tcTYI'を111日々の代謝に求めて行くととである。 Lかしその11111休の全休としての

症J[九即ち岐拶のl立を測定するために従来いろいろの方法が考案されているけれども，いやれ

か一つの)j訟でその全税をと示すというものはない。辛子弁は上記研究にl~?J~L.-，いわゆる椛拐の測

定としてノj、)11の以勝目反l在、， )))(1[1総辺元)JiJ1iJ'ι1};，をだれ1.1同風の)ぷ係数喜三tf2jIJLたが， これら

は必十Lも械的のoーをこ去示してくれるとは限らないので，すJ?はそれら)j訟を低iIii下の主主体の
羽正予?のNFブピにある杭庄のあ考;.~てし， ドiie，)ぷ生械4'IJJ'tT8粁花iwtιしむLろそれら)j訟の披弥iWJ
~Ji.1Jz としての 1f:出ucっき批判検討佐川!えると同時に， それら 13杭の.'E.秘的J;訟よりfJI:i品lJJ;{境

下の生休のl!&i1.1自;の欣態につきi:ftぅ十;し低減研究のJI判長の!11'1そ!の一心1¥である徒主， iUん被JJltな

どに I~，~Jずる研究の移お\<:1)1，:したい。

;Itiiif，近大:";!，fJi:iKi¥.'flE語研究I'ir淡*1'(:tお2〆10o!N 
オ論交のーillil土1If{;f;1!27 ""]'.8 Jl， II 本 '1ジ~l\l主??に於て溌表した。 なおがrt験の-'fn~は北海道利 [jJ，ll!fうì'i:î.'1:
によった。ここに併せてitE説Jのえまな14告げる。

1!i:i認科態角iHl車n lIIHI! 29{r三
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費醸{傑件並びにその方法

本研究はすべて人体質除によるもので， 19~42 才の出子()名た被検Kとし， ;tf研究所ーの低

温担政主主三使JlJし， イ創刊ーをとぷくの4つK.分けて行った。 またri!.~fi: は 9fj からl1 }H乙兄って行つ

tc。

1) 質験JtI)/I\l 111 告iiii環境下 (5CC~1 ()'Clで安IW1'i::1iとった釣n日'11'(，で， 1同i去l乙は借りと111任字を

l;f.Jしtco

2) í邸J:ilJ真山下(-:35'C~-40'C，虫!畑、UIJ~態)で賢助 11寺/1 1)11 1安 l師、友 1~とったもので， [i，i;! ~去に

11 (低)と111任f子な!ヰjしtc。

功 労引l環境下で-.'J~の出動(純日I\': ， 20分1111)を白j'，:jしたば:で， [i，i;J火には(迩)と111持字引出し

tc '-0 

4) flUMl環境下(-:35"'-' -40cC， J!!O!I'tUIた態)で'J-.;i己:3)fζbぞけると["j-喝の辺助を11j~:i したもの

で， 1品;1去には(i氏m)とlil持宇佐附ーした。
l;c;:j守主lJ[lfitfl ~J: rc.於けるぷ快!~III{ t，被Hll."~'; 1:1世~tl~~;;験成品:111乙出J長その1;(一月lJ_~を及ぼすものである

が，WUi守， ワイシャツ，ズボンの杭liltの瓦季治1.-<-で，千)~，耳だけは{~t侮をとさけるため'ttt験 1:].1

は]í}j;Jl~J~で~J い， ー初。C)う主 -40
0

C のf!cU1íil~.H 内(J!![;)}ftUlk態)に 40 分/1 11刊'I~fý' し， をどjlffi吋ーには拍

子.v乞λ¥'，らせ:::>じ選if1!Jnj'，:jとしては， 4名弁う令、5分|iniドμFコf休4ぶぷ£え勺一1止1

dわ〕せた。 x./l;;主fWf}!'で'11被検Hの生前環境，百験前後に於ける!5"，'f'Joなどをなるべく均一にしし
かもイヰJ~Ü%~llli~~if ， il'くう〉のl1r1illiU1さけるようにしlc。

-1:利ぷ{制']二と Lでは， !I二前8[lg-'v乙排};}t， 次いで， 9時までの)ぷ生前 l以， 911年40先までEの}，民主と

筑2以，それより 11同川後の以を郡山ぷ， 1iiに 2r日)'11日後の!ぷ?とねi~4 J;誌とした。従って賢臨終了

は 1211年初分というととになるが， とのj~M・合抗 2， :3， 4 併に於ける{底抗tuxいは運動 nj~;J灯、 911寺

より 9時 40分の 40分11';](弘

測定方法並びに測定物質

1) )I}t :~Iì: ( 1Ik)'/I\J'l~:; り cc)

2) 以ノk議イオン 11~~ )jf (pHh pH2， pHヲi;::): m同!lR¥，tt:f)jM1)の);訟によりiJ!lt，ιした:。日11ちj争以後
iliちにその5ccをビ{カ{にとり， :');11の虫n くに pH ，:え.l~f~'紙で pH を測定し，とれを pH1 とし，

1.11性ホルマリンj干支5ccをと力11え， よく 1J~ぜ 5 分jう五 10 分後fí1H五な');11ミで pH を i!!ltJiL ， とれをと

pH2 とする。 pH:);::は pH1より pH2 ~三拍除したもの古という。 (11 1 'i::~l: ホルマザンi1lZは礎品)jホル

マリン高{主主主と BTB十日示#ItIHと力11え N/20'，'，]"I'!:Wj主ーでpH7.0にし， J15mノrJ'(で、原材立を 21ffに稀W~~{ し

たものであるが，本液は~変化されやすく，燐散を遊削;L ， 11立が限'I"Uこ傾きやすいので{初日の者j¥

Jlti'，]tl，VI[j主でι澗秩しなければならない。)
本訟の原正Ijlは!ポにホルマリンをと力11 えると I，J~"I のアミノ限， polypeptide，アンモュヤ(アンモ
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}ぷは I~会nJ'C flぜ!く。

HO H 
¥/  
C 
/¥  

H.，N H 

ニヤが大部分配，'iめるが)グくのような反眼(を示し，

H

H

 

/

¥

 

c
 
o
 

十NH3 

RCH-COOH十H~O

N=CH2 

/H 
R-CH-COOH -卜 O=C
|¥H  
NH。

とれは!ぷrl1の111~J~~í.ï~)，I~ (t.l'C Na， K)と燐般の史的告IJ合によその時の pHが pH2であるが，

り )j(;特され，燐r\ítre比べて 111)jD:íX~t

がよt較的大きいときは pH2 は何;111\~と示すととになる。 pH ミ;';::1主!ぷ rlr プンモニヤとかi院をとの }ll:['1り

z式部i④ BP指示柴

フロームチモールブラウ B(BTB) 

;û;f)jy，~2) の);訟によった。

割台の鑓ifilJ l'CよってZ王寺~Æ される。

以内長広三， アンモエ -Y，憐1¥をのilliJ，'，U:i:凶)瓜，

(pH 8.8紫)7596アルコ{ルにブエノ{ルフグレイン1.596，

0.0596の者1]1てif拍手する。

)
 
、，、p
r

・-R

(titer=x) ~， 2096 1臨化カルシウム BPを指示撲とし@Nj20 NaOH 

!，;j)jホルマリンをと N!20NaOHで BPを指示礎とじてて pH8.8 1'C ~filll[ミ④ホルマリン北部

mしイ~~ltA~;:~~ はイミをi勺j!であり，使ìIJの者I1広pH 8.8 にし， J在1fí1水をカ[[え 21庄町~*~i~江主左前製する。

~kf施方法: 内存 300cc の三角プラスコ 2 仰に以 (ì{f色ll~だしいときは出?北京で出世し泌過

後その以をiIJいた)10ccを/，dt:i(にとり ，BPiィ立5)う:'h10 11::Vmぇ， N/20 NaOH で千J;;;j，J'J.~ し，

ぜccとし， 当仁A とする。 次机iにト乙じト-一A方肌に川は肘ホルhマ 1リ川}y川川ンη汁，i-川~J弘ιJ\
ウム 1叩Oc∞Cを力加加[[え， 犬々 Nj20 NaOH で11:::t，t，

NJ20 NaOH でilJIJ~捜して川いる。

とれ

をこ a， 

C ccとす『る。その N/20NaOH {!l!.fIJJrt{e B， 

1 W:j-IIIJJ;民主t
1n年II¥HI1'L:N/I00 NaOH 1!l!.JJJ cc)ニAX 50 xx x- 一一

100 
1， 以れ;~öl~限度(限度

•• -

a

 

yB

，r
・

A
1
j
d
 

1 n~j' Il\]J/K予:
1 Ik)'1I1J1I!'L: NjlOO NaOH使ilJcc)ニB>くらOX.1:X 100一、

1 "~j:jjIrI)ノ民主1
1 JI!j:II¥J1Ir'J: N/IOO NaOH 使ilJcc)=Cx50xぉx 一一一一一

100 

}ぷアンモニヤ杭(fl庶民 II，

M燐限 111'L(限):fl:'III， 

お:公J:~~f1it1iI' L il!lJ ¥i ~のJj;UIIU1:~j，く式上 1) 了 WI:I l'r:;JZ:る。 ll/lち

2B2HP04十3CaC12-). 2HCl十Caa(P04'.十.J:BCl

1 時lI 'rJ.l~叩 II:h:: (mg)を以て来示した。

)ぷMaclc(O/K， O/K2， K1/K2 ) の ìJ!IJ'J~(i!in 1/， i'LiJll¥¥.切り，4)のみ・11;に従った。

政界i1¥l1:ι訟としての以!J琴口氏lilF〉，

以111Cl のìJ!lJ'，i~ば Mohr の);訟により，4) 

)
 

代
り

他の!ぷr!1生機0Jj[:!えI.IilY;'IJ:小)1/のJ.iyl:に?たったがy

物Tfとのよu肢のため後JTだけは 1JIキ11¥1111¥もii十誌により求めた。

)
 
・31
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費験成績

1) 低i品!と以仁11生t産物11の jj~長

イ) pH1 の jj[ì 長(抗 11品~il): {1I;泊ilíii'，:fにより IlfJ らかにi~全性K.傾いたもの 6 例111 1例，挺イl二の少

ないもの 1例， 1也はむしろアルカリ牲に傾いたものであるが，それらtÆl~y/!r}~乙 l特性或いはず'ルカ

リ牲に傾いたものでは pH 誌が)~きく哨大するか，或いは減少してゐり以前j先限度，アンモ

ニヤ，燐械もluc.於いてもその控到大きく， OjK， 0圧らは上手トし， クロ~ JI-のm失が大きかっ
tc。

ロ)pH2のjjli長(弟2[尚lJ: {正樹立耐により(){yl] ~[， 1 {yiJfi大きく惟性 (S例)， 1例はアルカリ

性 (A例)11=.何iき，他はいやれもえさな;岐mlJをと示さなかった。 Skえび A例の pH1 はむしろア
ルカリ '1:'1:に傾いたものにぞくし， pH :);::1乞於いてはíiíj:{f fl ト~H し，後:加工下降し， 3(j;;:J:，i.~限度

で j J; H4 -K-減少í1t:だしく，以 r[，アンモニヤはïiír-K-では下降，後x-で、はるさ化なく，燐\~ít1ILLで、は Tiíì者

Li: 1i浜叫jな下|年を示し，後者ーは]二'rHと示した。 又 O/K，0 K~ fiN4'X'とも上昇・を示し， Kl'K2は

liíì::i)'~ζ 方ぞいて]二外し， 以:ij:， クロ ~Jしの.!-..fJ'-も認められ， 又 0，K， KJ， Kコで、は後者上手fーを示

し泣元自在 (100cc岱り)ではN41すとも， q'!jfζ前x.は者lリjな下降乞示し勝目反l広では縫化少
なかった。

ハ)pH.'X:の1M，:;(丸'c81品:i¥):G 例 r[' .t!!J~端な .L)-/.を示したもの 1 例 (SWI])， .下降をと示したもの 2

例 (A，TO 例)であったが，そのうち下降した 1 例のみ、に於いて pIもがI~を'i'L 他はアルカリ性

にftfiいているが， とのアルカリ t!:!'Cftfi いた被検Hï~CïiírJfitc.於ける pH1 ， pH2 のf!Y~Y/fiiなアルカリ

{tfi li'Jを示したものである。又下p手直と示した他のもの (TO{ylj) 1.5: J，Jとお;;'i:J~限度， r~将校111'[1乙 jjきいて似

品;iなJ~.~/.をと示し，アンモニヤ帆は減少甚だしく，肝臓アンモユヤ生成機íìG~r主将をと来し，脱却jな

Acidosisに傾いた油ψリで、あるが， i回日li11'，:j'により以7止の士(切11をみや， クロ ~Jレのj二好.，~ij IlJJで，

i立元1I1'L:-if[.ぴに眼目!文)，fQ{で'は多少の]二外を示した。

=-) )ぷ泊先限度 (限度1，U~ 41尚!)の部長:1iJJ¥端な下降tr:示したもの6例'1，2杉1)， J-.，1/ーを:示

したもの1イタ;1]あったが， その3例についてはIiifiA:の古nくである。

ホ)アンモニヤ(限度II，m 5[，'，.，，;¥)の的長村山のilL，:だしい減少を:示したもの{i-fyIJ'I' 2例 (A，
S例) UJ[:也)，又 1例 (T例)で、 15:者刊j なJ-.+~ をみたが，とのものでは pH.， pH 主， OjK， OjK2 

11=.於いて上井をと示すととも K.);}UIi:. クロ ~JI.-， 0 に於いて土佐2E32 示し， i227己反腿;~，勝目反肱で

は下降を示した。

へ)燐限値m支度III，第()[，'品¥)のjj1J長:本111'i.の極端iな下降をと示したもの 1例 (S例，以.:M主)，
樹d11iなJ~A子ーを示したもの 3 例 (TO， A 仰I]...W!‘MLTKfyので、あったが， TK例で、は pH.]， pH.山

pH.ヂ三， 1，民主.~:， クロ~ )v， 0， K， KJ， K~， OjK， OjK2， K1jT:む， il琴坑!叉l，fQ;，C.於いて毛針む少なく，

還元111'U主下降注示Ltco

ト)OjK， OjK2 (第 7，8 [品!)のお!j長:;1~係主主のj二 ~I~ti:.示した4{タ;1]のづち 3例l主芥IIJjであり，他
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は提化なかったが，とれらの上51aを示した例(1凱::iili;のように低iIilにより pH1に於いてアルカリ

jう五11D~}Ì/Mな限性に傾いたものであり，又 pH :)~:， 11おう江限度，アンモニヤ， クロ~lv1/1'U';ts iC於い

てもその縫化のj放しいものであり， なゐ!ぷ.j:J\ô IHに於いても 1'Ø~端な明大或Lノ、 l均ry~ ，か古と示したもの

であった。

チ)i;;l5l:1/1'i. (1 n!jご1I¥l1/1'(，第lG[州のjj')1<:本1/1'iの j'，外伝示したもの 3例，そのうち 1fjiJj ~こ於

いては OjK~乙越化少なく 2 例に於いては上外在:示し3(とれらは例は似:jliil.íi. 1'，:fにより pH1

のむしろ上外Lたものであり， pH"， pH .XY::.於いてはドJ2 {o/l] ïC~)きfr}d: く， 1 {o/I]にのみAi&U'jIMな弘之

化な示し，とれらのととは限度1，II， III fC於いても[，ij政でvあった。

リ) j!.;1jl:1/1'L (1 cc 'l:~ り，九í~ 17 [品J):G 10/1]rl' 41州に於いてT附:L" 2{列に方さいて_bHーしtco _1'， 

J干した2例のうち 1WJjl工jlji;:)1f吋1，III並びに OjK，OjK2， K1jK2 カ i1~ÞÜ!/M ~L_'二外し，以;iii:は経{ヒな

く， pH1， pH .~ç::は下降 L・， クロ ~A は 1~，~}/，IM に"，.H，Ltc:::q'y呉な例であるが，仙の 1例 (Y例)は

J'，記諸物ftのr;午Ilfjな健11'.をとみせなかった。

ヌ)以1I琴ft反肱(第18J川l)の泊長:本1!I'iの一j'，外したものは 9例で， とれらはJ'，記~)乙{/I'î， (1 

ccf;?り)に於けると向日，の挫fじをと示した。

Jレ) クロール(1時111J1/1'i， );{~ 87 [品，'il)のiYlJ長:本1/1¥のーI'，.H・3と示したものは G例rl-'4例で，それ

らは OjK説ぴに OjK2のJ:，W似!と全く河ーであり， pH:);::並び:'f1こ限度 1，IIIの;ギiリjなi??減 u二
外，下降)をとえミしプ(::U~[~，qfこ-'f.kしている。

II) 運動 è}'J~rl'生拠物11の消長

イ)pH1の消長(第 1D [i.:il): i3JiJI!J lU後以(消2MUに於いてlリjらかに円安t'[Jz::.傾いたものG例r:11

2例 (TK，A例)，他の4例'1'8 fjilj fC:於いては様化少なく， S fjiljtc於いてはむしろ一時ブ勺レカリ

性に傾くという q'，):gl~な結県をと止しプc。 その後の以(江c3， 4以)では pHの下降した 2{o/IJは)&，時

元に従すが， 2fC 2以で秘化のなかった TO仰Hì*};j~で下降を示して来，3(一時アルカリ 'I'JJ乙 ftfi

いた S{タJjで・は師会I'[:fz::.復O!'I)した。

ロ)pH2のjfH乏(郁201凶1):1'0 例では上記 pH1に方さけると|司tltc下降し， A fjiJjではー引字下

降し，後J'，外して元に彼し， S {o/リで吋:J二外し後下降した。

ハ)pH売の?町長(抗21[，'.，\1):本11{îで仕立~ 2， 8， 4以でたきな縫還を示さなかった。

ニ)以11;:ij定限度(限度1，第22[i"il)の的長;()例'1'4 {o/Ij l j;~出動 lとより大きく縫軌を示したが，

そのうち1'0例1:1:制叫)(<::.1'，外し，他の 3 例!I 加こ 2 例 lこ於いては~íjJÆJJ~こよりむし乃木仙の下降を

示し-tc。

ホ)アンモニヤ(限度II，筋28[品'il)のj町長:コj>~1/1'î VL於いても以YJ~;:JJ.ι限度と nrJ1- ~iJfíiな礎化fc示

し，f<ζ。

へ)隣jljt111L(限度 III，訂~241品])の?町長:{¥ WI]'I' 1例(1'0初日)か述引により初~NM~こ上ηーする

に反して，他はすべて下降を示した。

ト)OjK， OjK2 (第25，27 [~'，'ilJのm-:f三:注目)，により江ç2 }ぷ(日立後}IJ~) で.1'，芥を示したが，そ
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のうち 2例 (S，TO 例)に於いて甚だしく， 2例 (T，Y例)ではけ-1等皮の!二外を示した。 初心iiむ

なj二日ーを示した TO， S 例K於vJ-:る-'-j21U'~ pH :>i[ィo;.'l<::niz&のlfIJ長吉ごみるに， S 例は運動尻市に

も;j:i'J らや，むしろアルカザ tlJι 1tíiいたq's:~'t~な 1 例で，又 TO f，Hll!lliJ後I;Jとに於いて {~y~)i/M お， 1\ぞl'tK

Niいた 1{9!Jで・あった。

チ);12元111'L(1時I1IHII'i.， t(~.'34 [，';'il)の泊長:本11{(の上外(之応21ぷ)したもの 1例もなく， S例

ではむしろ下降な示した。ただととに特異なととは， J-iliのいろいろな物伐に於いて大きく経

j盛ti::示し， !JJ，と係j放の~iý~)}/r:tな J--，h'・をと示した TO ， S作Ijが， ゴと々 iiなliでは多少¥-.)イーのftriri，]ると示し，

後ミ~で、は下降を示したという京区である。

ザ)泣元111'[(1 cc 'l:i'り，沼山[，';;il)の?町長:*111'utf1hl.HiMで吋んどすべて下降{(:示したのに

!叉し， :1担!l1，宝到lJ.ii1術;日可:f1にtここよ り逆逆牟tに乙一J'.H吉左と示すとしい、う品針lnl

f丘iイ4ぷ術tJ心:江jがイ本三11帆11'点{氏1Iに乞全く主剖J蹴「的i仏内4句JI，な工f帝糾結:河d占Il打IT;:月恥L古乞と も7たζ ら しし，1，たζが， その正'I¥[111，t， fl1;il;i!..((仰のlJ，j.合15:};f仁rl~~の榊)JII

(箔 10[，'"iJ)があるためで， ---)j)!l1!fi'lJi11~:fの場合は 1~[J{Y/Mな l/jç :JJII'，の減少によるものと;}).えられふ。

μflち本訟は ~~{lf{[ cc ~と以て去示しているために， 以排出託によって大きく影号1Fされたので、ある。

かかる;印刷ζ於いても以分析的了うJA介 5'i1.1i;:cc自民を以て夫示ずることIHlしくないと考え

られる。

ヌ) ))Jcj陵町反肱(第.'3(i[I，'，il)の消長:31f!.到により7fiんど全ての例で bflーを示しグ乙。 との場合も

Ilij記還元111'[(per cc)と同般に， 1氏iXili1荷のブJが逆に下降するのは，lノ応j;)rIJII:~(の多J:tによるもの

と忠われる。

ノレ) タロ ~lレ (100cc '(;:;り， ~rç 37 }{iti1) の泊長:本111'[で f :î:A、 TK 例~c.礎化が少なかったが，

他の例では大きく縫勤し，以係!肢のj土井がみられた。

III) 1即日i運動と)ノ氏rl1生機物質の泊長

イ) pH1の治長(出 191(;，;1):似品[環境下で出動乞i1i'，:fした場合 pH1の1iV!v/r:J{L:下降したもの

は TO例で，他のら例rl13例はむしろブルカ明日:に傾き， 219lJは縫化石と示さなかった。との地

イ~左示さなかった 2 例制徐く他の 4 例 Vc.}ぷ係数のj二 FI-をみ、たととは興味深い。

ロ) pH2 の討U毛(立'~ 20 l，'i;i¥) :オバ111iはJ二百己 pH1と¥11長々 l，t1+)いつ来出品をこす;Lì~己。

ハ)pH ，);，:の泊長 CU~2111;:，1):運動r¥i日jのときと¥11削除々I，iji:i、に様化が少なかったが，ただTO

例のみは減少を:示L，pH だのもさ{r，の少なかった2例制徐く 4例に於いて， J'Ki系倣のJJi-32示

している。

ニ)以泌ì:~~.J:JU mizllt 1， ~:1~ 22 !i"，l)の討U三 :+::i!Ii.では TO{)iij'/JU'.¥'!'， SfJ，iI;がfP手伝言!ミし， 1也
はそのIIIH¥]の純過去三示した。

ホ) アンモェヤ(刊を11';II ，;;(C 2.'3 f，'i，'，l)の計'HZ::本111'!.では1'0， TK i抑l治人i二件(市21/氏)たえミし，

他の4例111:1{仰はま引!っかたく、 S1ý1Hìむ[ろド11ft 伝子ì~Lk。

へ)燐R剣山(向者j五III，郁 24[，'i，;!) のil'ì K: 本111'[で比 S 例が宗湖沼引の I~/J介け，dt1 ， すj'L.九一ド

降右と示し TO例H.tJづト告と示した。ただ附!立，アンモニヤに於いて縫化の少なかった A作IJが本
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111'[にのみ上丹・を示し，他の 3{91]で怯縫化が少なかった。

ト) OjK， OjK2 (沼 山， 2G 1ドか"立品沿刈州「白品4仙ιIli計，，;iJ司山，;1山iJのj計泊i自5叫L長毛 本4本三斗h和i'Ltは主 pH で

J上二?日外Jト-を示さす令芯3 他の 4WIJで許しく J-_~I- し， [1 おこ pH ばかりでなく1o/~I1t tこ於いて掛端な挫劫?と示

L!c TO， S 1fl]で・のj二件がJ干しかった。

チ)j立7凶i'L( 1 ntll¥lfll'(， ~rç 841，'，，'il)のmk:本111'UlS 例を除く他の例に於いてJ二件し， ll-，j'(乙

TK， A， Y WiJで'そのJ-_~I]-ll~:だしかった。他の以 11 1生拠物1ftの妓引の1iy!めてよよきかった 2 例， l!P 

ち TO 例ではむしろ~)凶I'i.の時イ I~が少なぐ. S イタ'IJで'15:逆lこー下降するという傾向を示した。

リ)泣元111'L( 1 cc常り，消却 I，'"il)の泊I三-1，.:11I'LでもilijjASと1，0*:(;のずii過をこ示した。

ヌ)W，開!{'[IメIIIL;(U，c:W 1品i!) の計!j長:本111'i.でーは 1 例去三除く他。去作lj(c.J~‘ 51- 占ごみた。

)1.-)ク口~)!.- (100 cc 'l:r; 1)， ~rç 37 I，'i"i¥)の泊jぐ:本1!i'i.T-・!}:T， A 例に於いて椛引~I工少ないが，

他の4例で・仏、略的えきく， しかも pH の姥~i)J もえきく，かつ I'JZ保 íJr&の J-J-I-:1lL:j:.:!' 、かった。

線括

1) 1HIUitY，にむける以:::1三機物11の泊長

1受験{削ij二はarjASの地りであるが， Jぷ ;J，京イオン iG~irlt (-;XC 1 ~ s I;tl~l) の也、;廷については，第 1 }.ぷ

の pH1i1'LをとoJ::むき，前2，3， 4 Jノ止の pH11良の培法友ニヒたtj、て:去すと， pHb pH~ では共(!C縫
化の少ないもの (iW!Jr!12例，円安性(C傾いたもの 1例，他の 3{タ'1]は時II¥Jの経過とともにむしろプ

ルカリれに傾き， II 、?にその 1 例(L: ìl~tごしかった。 !I 二Tiíjrjl以カト‘般にアルカリ '1"]:に何!くととは似:

に認められてj去り， 野Ih(，f)f;t白身をと被J余汗と Lて 1n の!ぷ水素イオン it.~1tr.の控濯を記及してい

るが， 氏によると一般に niffi I1L~;時の以(利協1)ぷ)の pH が 1 Elljlで・.I1i1:Hl;1i:示し， それが朝食をご

とるととにより正午出まで次第にアルカリに傾き，以後尖l.ji-の影響少なく， Mとは r1j-ぴl恰1']:に傾

いて行くことを:riZめ，J1i!亡x朝食をとらないn!J'は!r二f.iijljlの pHの秘主)J少ないととを指摘してい

る。 梓{?i-の賢験に於いてもその大小がアルカリ '1"]:1乙傾いた結果'{(:-'f_した。 いづれにしても pH

が大きく動くというととは，食事のf;!;~呼lf もあろうが， !r~Tl íjrj 1の生休の休rAJ物fT代謝がえきく地

~~i-るとと 3とえとすーものといえよう。

I，01':i，:な縫動fi他の}ノ民生機物質(対c4~ 18 I，'i，'il)についても多少ともいえる。 Jぷがij定限度に於い

てはそのil，北少を認め，刊にかli限111'[(!C沿いて減少iWだしく， とのM(rjl~~間交の減少が pHr. pH2の

上手トの大きな即i人!となっているととはいうまでもないが energy代謝'誼;1{(こそして又京物の

l吸収にwとくととの!日米ない燐限が!r 二ïlíjlllの生休に於いてil，，~少するととは，その生休が anabolic

phase にあるととを物~tnるものではなかろうか。その時の以来， クロ~)!.-ともに(j 例の被J会i:1'1'
rjl!1ミ敢に於いて榊=~íli- るに反し， ill5i:111'i.， 1I琴Tf反肱ともに減少の傾向佐示した。

被検{?i-rjlpHの縫選のlIS'(!C甚だしい S例について他の物ftの1jlJ民たみると， pHh pH2の世

イヒの大きい /1:小イポの O/K:!ì~_びに OjK・1 ロ:他の{仰と具なり J-. 向きの礎化'{(:示し (T 例も pH，

O/K， O/K2 l亡於いて S例と11併々 i司ヒ傾向をこ示L!c)， そのn:J'の pH:;.;::もー!と外の奈iii品'{(:とった。
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O/K特に 0;K2の」二外はニ欠のようにうi合えれば了解できると盟、う。即ち小川の泣元!叉l住;佐立する

以rl:1物質は polypeptide，purine-， pyrimidin-休， Mと色素といういわゆる undeterminednitro-

gen 並びに担lfi1であるが， そのrll後才?を除けばその}幻自立主 O/K，0/K2の分問:次椛成ずる K，

K2 と flf]~Jなところがあり， かっそれら反JrQ;物買が ACTH-Cortisone系の1技能，拍守すれば主主

体の cataboJic拠能系と官接な附係がありへ 又それらの(+)の相Ih討を示した時限111'i.もその

catabolic機能系と関係がi架く 9)(竹!誌は氏のコロイド!叉肱は以rllの燐1112にjt列車されるとと多く，

JLつその}叉jlQ;がIli~í 下町休則行系の椛fiE と桁持な関係のあるととると屯H殺してやり，その系の興訴

はその反l広(1::(+)をと， 又その衰{1授は(一)左足させるものと』お-えている)， 挽汗すれば泣元反J.fQ;

の低下， K q'!jに K2 の 0 (1::):[:;ずる jl，k少，以限度!I:~'rc. 隣円台の i成少は:':1.:.休の~Ð~Y/Mな anabolic

phase陥入，或いは cataboIicphase陥入佐嫌っている生休， vago-insnJin系拠能立症の生村正

な ì~~I，はとするものではなかろうか。

以上代謝lこえきな秘法を万げて午前1'1-1の:':1ミ休につき多少の%按役試みたが， }J!: I亡!ぷf?MlyJ亡IMdし

てととに興財とある司f，'[lt7J::つけ力11えると， J-.記 6{yJj 1-1 1 TO例はその以係放に於いて他のそれとく

.らべて到照，{1I)毘， ~.主動， {町民運動のすべての在験1I1'(lt::於いて常にi'::jfll'[を示したが，とれば木

被検者は全被検;{f1'11のlr:t;~';j i!ih~ (42才)であり， 加えるに1，1問'J休伎のためではなかろうかと考-え

られる。

II) 111;混負手:fと以I11生機物質の消長

H. Selye1fJ)は{11;泊[に限らやいろいろな不慮の外力にさらされると，:d三休はいわゆる手千台!叉!広

左起して catabolicPhase fて陥入するとすっているが， 三;年;貯のfJ.bJil111日fの l!fmû~で，いわゆる~~?

背j文肱おりj らかに起したと忠われる例は， ii之 ;::;j"l判~:X.(O TO lýJjにあったほn~181刈)。 ロ!lち

TO fýlHi低調fl. 1;;Yにより pH2 は上外しR!I:屯!~1!基のmグとを， 又 pH1並びに pHヲ'(::の下降はアン

モニヤに上とする燐円安の走III を JALわせる。斗f.l:~抗 4， 5， 61品iIからもわかるように以円安Jjf，アンモ

エヤ，憐限はいす=れも {11';7此m日，r~L より古q引に上外し，刊に燐慨に於いて部だしかった。とのJJJ

合!I'S‘呉なのは TO例で，他のlylJと呉り{底油!良市にもかかわらや以北のjiり'111'1i:.みや，むしろ減少

を示している。 而 Lてjぷ ~~Iì:のまけ)JI\がなく以 rl-I クロ{ルの抗犬，以円安度，アンモニヤ，燐限ひい

てf川氏I11不完全円12化物 (Vakat-O，第1211，，';])のJI'i)1I1， 3 "J~ f系j肢の;守q りj なーI-.H・は {11;クロ~ lL> lÍjl.!Jí'I~ ， 

acidosis， カリウム胤!Ji'1二， 休内円安fとの[r.;.:拝3ご物1;庁るものであり， H. SelyeのいうlJiミ下市休日リ

IiT系の椛ii目立特に悲12':¥ずる!日j生体の shockphase Wl入者こ瓜わせる。 fffるに被うi~'ìílltιIL として

の小川!の泣元}又l忠弘 限't'U則自:1こは何ら汗IIJJな妓化佐示さなかった。との反NU工ft:らく刷lj引主fT
根lfftホルモン分泌の措玉三u:Miil係あり， flJJホルモンの分泌の明大日:本!支!位;在乙U['.させ，者j岐ば下

11ft:さぜるものと考えられるので， fiiJ}支昨日.:[.坊明!文 M;のリ~\I立た示す)j訟であると;Jすえてよいであ

ろう。

ニ:(J，にTO例百三除く他の例についてみると， 低i!ii 百五:fにより OjK.~年に OjKけt， TKな除く他の
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ものに於いて」七界し，日:に A，T例で甚だしかった(出7，81吋)0 Lかしその時の pH1は前たち

の TOfýljを:~~き，低温i託手なにもかかわら示、むしろアルカリ性に傾い tc。勿ahlj~:'J'日制作とよrili交して

路分舵性の側にあったが，TO 例のようにいわゆる ~:}?~If 双山 (shock ~'I\陥入)を必とさなかっ

たともいえる。 そのlJJ合 pIもも pH1とr'u1JなiTJ;品位以Lたが， pH:);，:で'1t1EJll¥tと呉りf:r{'fiの

分散が激Lくなっているのをごみる。

XpH 立:で大きな地主JJ~三示した S， T， A (TOも令む)の 81刊に於いて OjKq'~'rc O/K2のj二

外:，¥じだしかったが， pH:X:の減少日:生wが acidosislこ何i5-， 1I防同h可¥'ιl胞i江臨i恒2引叫)，¥巳?の抗欠1をと弘れる7た乙めlにこt俳j非F 
11け~るブア，ンモエヤ-:

がl'刊'1ドE汚う。 1μ叫即11叩IJちA1作例夕舛4の pHコ1放kびぴ、tにこ pH ヲ弐巧芥主.~仁企一て:バ(弘江消í~ 2， ，'lU.-，ij) は犬々AifliJl/MtJ:J-.凡 下降tr:示し， 又 pH~ 

のー 1'. 外は前iぅιIrí.~9， 1i.のm犬 4ヒ iG;味 L ， pH.;c:の減少は以Ijlアンモニヤによ七する憐刊をの:jJrIH過剰を

立II~ゴーる o とれを京付けるものとして， A1iilJでほj1iitJ.i(，アンモエヤには:持i引な秘引がないのに

反じてi詩情は押しく iffす。 XT法びに S1グ1)で1主i'14:(i'ともに pH---Xのま伶)(を認め， とればアン

モニヤlこ比するがf刊をの:J:I¥'11 111成少に)出向する(市 4~(ì lii，iDo T， S 例で、はまた TO例と[:'1:呉り {11;

~Ji1. (t 1'， :fにより以の問，lIb'J ~JF{ し，クロー JJ.. の i:JH f!，もそれに時々 1'!õ なった。:f~~-íî~すれば TO 例のよ

うに初idJJjな!ぷの世話1;がなかった(出 10，11li;，il¥。

TO例のような異常生休反胞をilliした例はともかく， 他の例を{正恨の生休iこ:及iます一般的な

動きとするならば，何時1i¥J(40 分)のな激な低温立t;11は{日!休に ;;fAくのような影~~Vf1i::及ぽすものと

結;1命して:;(~ぷえないように%えられる。l![Jち低iR! 日:

1) J/J~ ;j:JHH ~と哨力11ずる。

2) J，Ji1亡食i般の:fJJoIII，を来す。

8) Acidosis をろlE し，以 rl' アンモニヤ，燐般の;J~rIHをと榊ナ0

4) 休内限化を昨5与する。

III) mllilJ!i 1\:f と以 rll~ミ1j.~物杭のmJ長

~ill[flJも大きな外 1J となって生体を catabolic phase 1C I~れらせ， その時y;tw'，された物TI32休外

に件IH し，生体l主外力 lこ抗して内 I'I'~捺n. をと↑(('1ì;;にしようと好めることはいうまでもない。その

あらわれとして， )ぷも間企'/"1:にむiくわけであろう， がjRiし前20Ii.，i¥にみられるように， }ili!II!J後以

(前 2Jぷ)に於いて被検イ!)-(i例rl，2例のみが限引;(こNiき，他の4fタ'Ij，こ於いては必す=しもそうでは

なく，付に 2併に於いては安j!ill吋イぷ(第 1以)に比してむしろアルカリtlJこNiいた。 とのilli動

lli後以でアルカリ tUc傾いた 3 例について他の)/J~rll~[三機!1'lJ)'tTのI町長をとみるに， 1，ぷ献度，アンモ

ニヤ，t~~~を(みí~ 22~241i品j)に於いては， S 1iiljl土刊をlilt，燐円をともにをど|!市時以より減少の皮が大き

しアンモニヤも 11\持々 fíMlのffli~過をとるが，有í~ :1)J氏で・はややj二日ーし， :flfぴ下降する。又T例で

もr，dH，:rc:J-.記コ物fTとも1I，!i/y(つ傾向が大きかった。;出動は!J)(III燐般の主JT/P，を来すととは多くの

研究:(iの認めるととろであんうが，;;午'/fの被検:(i.(i例1/15例lこ於いては必やしもそうはならな

かった。 とれには恐らく ltif験1t長1'1'の;j:f¥i主によるものと巧えられる o l!fl ち従来の研究:(íJ，~>;It :f!免除
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f才?に長時!日j運動(持{酬を立がfし JI‘つ i末以~q:'i: 1 n ?iL 11í: としたのに反 Lて有者は被検Jfにう~tX

時1mの運動友 ~~tilíiJし ， lぷを迫時的にJ♀集し分析 Lたためであろうと考える。

オ〈に Y例では， 組ill'I1lÜ後 I/J~tc於いて{J11かに1\1>"1 主 (pH1) に ftfî いたが， 全休としてCfiんど椛化

なく pH~ ， pH 'X::でも問主主でvあった。 Y{タIJの~trlt ，アンモニヤ，隣l1iW: S， T 1!iIJと似てi引去に

減少，或いは地化が少なかった。

x以上 S，T， Yの3例のガ:が11沃度円安fJl'LIK2)放ぴに足立:l[:fJl'iJ]::，!:も Vlニキ1l1L:i.1dt;~j必たと 1) ，他の

例と呉なり;巡出I霊到勅n功IJによつてもむ、しろ下F降年， 後J上i上二?ηI
J検I糸魚1仔1守守tf伺」勺A惇Sの O/K，0/爪Kく"IにCついてみみ、るlにこ(郁2部乃， 2s川川Jrt!凶刈叫;礼川1)， それら被jft汗はすべて;宝引出後でー1'.外し，

その後:l[:r<::.彼し1<:.がそのJ-.h'.flOjKz ~c於L 、て!I' !J tcîl1，=だ l メかつ/c:o (それら以係~lLI'. 円の!日{間口

説¥，1日立Ijifill'i.， 4 !if'C.11ーが/1沃j主!日前I1Iらの減少にあった。)

以上のように S，T， Yの 3例IJ:運動により pHは限'l"l，tc何!くととなく，姥{r.Lないがむ L
fコアルカリ 'I'!J'C. 1tfî き，以ì~tIJÏ，アンモユヤ，燐般に於いても f'ÎH去に減少をと示し，かつ以 rl\ イミ完

?r-::11を化物もi成少を示した。 しかしとの場合以)itは担肋によって若!引に減少するためJ:Mrの限

度，アンモエヤ隣隈， Vakat-Oの濃度は上外するとと勿論であるが，他の例!l"!i'tcTO例と比

il反すればIリjらかに{Jlfll'(をえとしている。

生f休本(に乞;辿辺近昼UR動h吉乞三f点¥1仇:V見bj

(凶ATP到')， クレアチン燐限からの市!I燐，殺ffZ"tへのi別慨が起り energy1t謝は蛾身、日生から好試七l:

と脚化し燐限関川が遊行するが， sympathico-adrenal系の興計によりWHlfIJ[\と~:f\まって vago­

insulin系の興市，事lJ織に於ける艇のlif.j燐友助け， 古h，Z'l'lのもとに軌'fT燃焼がfJ(匙するのであ

る。

かかる忠i1iからみて運動後IC於ける以rj¥r射殺の減少は energy1t諸国1，行(C常つてのWHIfIJ[L燃
焼のための燐般の制的laへの移行によるものと;Iすえたい。

オ〈に1'0例では，世勅により pHが哨大し， ~'主主!!後 pH1K於いて低下役つづけ， pH2に於

いてもi羽1{1I;下し， pH'X::1乙はイザfJ;経イu三示さないが限度，アンモニヤ，燐l1をに於いて前 3例

と杢く趣を異にしたが;県を j止し/C。本例 I訂正;ìKiUJt仰の1:弘知乙於いても 11!佐々 l ， dtí:'のが;よ~‘~止しグ4こ

が， オ~1列の O/Kq'，¥"f'乙0/K2[;];:;，干し，いj(:ifliL(首152MU役刀としている。 カかミかるf斗叫l立;合，可〈のつ K!I'!dに乙 K2:'[放在

びぴ、lにj乞乙誌巡;

TO 例の;運E貫酌h後 Iし， :'l 日時寺|山iH出i日J(にこ於lけけ:1'る叫妓;イ化七 (はとのH時寺Jl均削1り切I日ì~左ど:件〉存平引r-引刊一f引古;?目1;.奴反[肱I自ιi正引:1後麦却Jt卯明1り明/1 と し. との抗 shock ~'f l と

みなされる)は附!jt，ブンモニヤ，怖刊をとともに--tï，に減少な示ずに!又 Lて沃度限111 1.:、l主び tT~~~l

:J 1~1J1'L (1時ll¥lfll'J)はむしろJ-.Hした。

抗 shock;J:j[(こ於いては副作fUTの機能立証tがみられるとと(3:多くの研究汗の認めるととろ

であるが沃lE附fll'C，立元利上のJ-..~!. が)Ii\í下 lfii休/，\IJIV1系の椛fiE7工主主主三 jJI!，jとするものとするならば，

TO {ÇIJの訂'~0， ..1 以 (C方ぞける H4fJl'jの二外た示したことは ;l[J~({二 9'1!1味i栄いものと思われる。

ニ?くに出動にJ:1) plもが{11;下t，後その同夜をごみた 1、K，A例についてみるに， N41守・のJ-.i1[1.}ぷ
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生紘物坑(以限度，アンモニヤ，燐限，版社， ク日{ノ"'，沃度開t{li'i.，立元1110日:S，T， Y 例

(;主動によりむしろアルカリ'!{!:('cNiいたいわゆる vagotonicgroup)とTO例(H.Selyeのいう

caiabolic Phase陥入生休)との礎化のI!IIHJ~こ経過した。

X TK， A191jの O/K，0/K2は他(1:J4被jik芥とは異なり運動によりJ二外左示さなかった。

IV) 1J1;;1i1環境下に於けーるHß!lJ íl i'， :f と以1\ 1生機物目のij'ì長。(低~と略す)

‘ 1-卜a 記|ド同i司，1*被皮制制l'扮、f余'f~!'Jιf?‘3左とゴ{依氏町i泊泊L詰;11環良i境f品LJ-下下でで宅;沼E勅吉なとIi.1術;日可:)'1.しし一jノ，グ7た乙j叫均品訪，合合、の}以/瓜氏lリ/1;生1，，1-機投物物a'I坑tのi計泊it肖!5i民吉をごみみ‘る(に乙 U:抗布1臼9，，-，3訂7 

iド』よ品品'tiωti
8{杉似例ダ抑列IJ(庁Y，S， T)はむしろアルカリ性にf引き，他の2例では;ギ挫32みなかった。

うじゃTO仰IJK於ける他の)ぷ111生概物ftのij'ikkみるに， pH2議びtこpH:X:;{こ於いては減少を

示L(筋20，21[i，.，'ill，以，:，1:(~j'ç 28 Hi:il)ではλ;きな秘助がみられなく， クロ{ル(1 W~flil JfIl'O は I~J

らかにt竹中;するため， そのi詰t出2凶U皮~ (ο仇t江i33訂71州i品刈刈州h品4柑i可ω!り)でで'i日tむむ‘しyろ〉苛箔'&:3， 4)/.以/ポ民Iにて於いてト二.円
を生ヒた。とのH与の以限度は汗!引な.1:外をと示し， Xアンモニヤの排出もあるが， -\:.記憐r~~の 1:JP

/¥11に及ばないため， pH:;';::の減少が大となり，[1.つ訂~2，コ以(1:於ける不完全限化物のJ¥ヤM:t乙;息子

しいものがあり ，OJK!引!fU.11三(に乙 Oバ爪<2fは土;出ili引後ぷ吟梓?拾汗押A干引1可i明り別Hに乞仁-上J

イ化七/φレなく pHu pH2， pI-I 主の汗しいi!n~ 'Ý， )Jjc限度!I芯に憐隈の士l円七 クロ{ルi限度のま件k"

以1¥1不完全限化物の哨)JII，OjK !I'!iに OjK2 の_b}~が;JEめられた。

手くにW..水素イオン濃度が迩到後抗3，41;氏に於いて者lリ1お:i氏下'{e示す S)及び TK191Jについて

みるに， S例では pH1，pH:lともにアルカリtl:に傾き， pH売には鑓化なく，以限度，アンモ

エヤ，燐限ともに減少し(消 22~24 [品])，以 ~L' クロ ~}v (1時H¥HII'Oには何乍秘化を認めや，

以 11 1不完全両変化物は運動也後多少のtFl主!:あるも!りj らかでk く(~j'~ 20 [11itil)， i.夫皮限111tK， Kl> K2 

ともに三年1引な減少をと示し， とと(1:出2J;)(に於いて， 0広， OjK2のJ:}/.をみた。 との:1~/}介のill

7亡111'1は沃度内全111'tと[iU肢にむしろi成少を示し.tCo l!1lち S仰IHこ於いては以水素イオン濃度，アンモ

ニヤ，rö.~限， (疋j主眼111't，立元111¥の減少， ))}~ ~}Il:，ク口 ~}v ， 以 11 1 不完全限作物の然対化をみるが，

とれば TOの仰!とはL民主LOjK， O/fらに於いて相M.ているが他の生拠物ftに於いては全く灰

白の~:ii!l~を日 Ltco

さて r~illJJにより臨時主IJ[\がj守き，験1f)f'r1t~甜はそ!lLt乙より j5;k しさを )JII えることは飢)，[1のととろで

あるが，--')jでは柄引uの広が過ぎて過 rÚL程!?友生ヒ (sympathico-adrenal 系の呉1;çiHH!~) ， X 

それに反して--)j， llli !!I)J[í.首 :flこより 111日.ì'll(がたかまり，柄引 L!が 1えばないためf底的L税I~'{e初予jii.ず

る叫合もありうる (vago-insulin 系の異常興r!~\ :'lJ]論この間|苅のー・っと Lて休(刊将~t'tJtl'ifl託の不

足も%・えられるが， tギx-のJ.~tWf~.はすべて午前 8 [!年よりIH'I!lfiされ，被jik汗はすべてi:iJJ食を一午IjIj() 

時より 7時までのH¥Jにとっているので桝'tfJtl'械の不足による結果とは考えY%い。

TO例の以 pHの{投下，Jぷj:~，mも)ぷ1\ 1 不完全門変化!捌:JPll'rの土\'ì:J三日 f応iJil下 jji劫Ií. i\:j' lこより生

Hえがiりj らかに間変説~h\ '1i.ごさ|ミピ，迦ImlJによる過 IfrL111f.j日米 ~W ともみらÜ， ¥J; S 1タ;!jlfC於ける pHの 1-.

51-，不完全般化物，引ーに時間交のìj，&州工 1~~ 血病-H1 ;;jE.M とみられる誠例である。し，かも 1ぷ中時限の
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減少は insulin投興により者i切に起るものであるから， s例など左 vago七lsulin系呉72興舟
型とみなせば， 1'0例のような)))と燐般のJ..外語I!乞 sympathico-adr百 ml系異常興前期とみなし

て3111支えないで‘あろう。

グくに S仰!と同作， };)c水素イオン濃度(rC.於いてijlf¥くア;l<カザtl:l1:ftJiく傾向をご示した TK例に

ついてみるに，木例は pHlJ pH2 ì乙於いて時々 liiJ fi< /，j:来:i~~ fIととり， pH :;c::比多少下降を示した

が， }I)と 1j~J乙於いてはむしろ減少佐示し，クロ -;1， 11:於いてはJ'， h'，しととにクロ-- }l.-l，j'kI主の-".¥"1'・

となり ， };Jと離反はな'~2， :1}ぷ1c於いて減少， 2白4以lこ於いてJ'.}J"，プンモエアは抗1以rc-Jjぞい

ておq切なJ..外を示し，前 :1J，山こ於いて下降， .)リーてに1-.比隣限では抗2，:1}，氏K於いてたかく，

UH以に於いて下f;1f:Lj(ζ。従ってとの pH，pH2がアルカリぞ[:に傾いたのに以rllアンモエヤと

!lri1~1ι服部の;j~ÞIIII rc)~;マ与されるととろが大きい。 μpちとの pH~ の減少li r11t，jJmW~の-;UIP'frJ¥: fC 

より起り:3ととの pH1 の減少は pH~ の培!/j')JのJ-.(こアンモニヤの羽1・ IIPI'r J..:1J ~")JI\わったためで'あ

る。

1'K作;1]1ζ於ける O/K，0/K2111川らかに運動によってj'.H・{t:示し， Q'!j'1こ0/K21こ於いて甚だ

し。い。との場合Vakat-O，K， K]， 1ら立元111't ともに?í51 以に於いて向く，その後下Ij1f:~とす:す

が， Valmt-O， ~出E型;

以j上:のような娃化を示しし白7たζT口K王f仔例ダ列I]fβは3土:TO例とは pH1> pH2をと除き pH'X:，アンモユヤ， }ぷ

71:，クロール及ぴその濃度， Vakat心， K， K1> K2'還元1IJ'i.( 1 fI寺，11I 111!i.)， O/K， 0/K2 ~1:於いて

相似たととろがんなるため，むしろ catabolictype とみなすべきものと考える。

主主くに Y例について， pH1 fi運動によりアルカリ 'l'¥:(1こ1t1iき， pH2は健化なく ，pH:;r;ミ(tL於いて

は運動部 1Jノ誌に於いて大きくf¥Hいた。しかもと心H与の円{U}ttこは械化なく，アンモエヤは抗 2以

(rC.於いて!リjらかなJ二外を示し， 燐fiをはむしろ;主主)Hこより下降2と示した。 との」訪合O/K，0/K2 

に於いては前3者 (S，TK， TO例)には及ばないが，第 2);氏に於いてJ:外注示した。 Valmt-O

は也動|ι後に於いて甚だし，い正:i1Iii.¥c示し，その後回復に向うが， とれと同利どな縫化は K，K1' 
K2 ;及び、ill5e1l1'L( 1時11¥1111'りに於いてもみられ， !f守11:Valmt-O fC於いて逃だしい。ととにttLlす

べきととは，以 III ク官~ }~:j'.JÞl l'，苅: (1時11¥11110が， これとi士会く迩の杭池4こたどったことであ

る。

ニクくに以水素イオン il~~~皮，C於いて他の例にくらべて組めて縫ililJの少なかった 2 例 (A， T例)に

ついてみるに， pH 主の鑓到では他の例とは;汗I~J な来呉乞見 lH し行ないが， ととに特記すべき

ととは， この pH売に於いてのみならや，以刊をijt，アンモエヤ，憐刊を， Vakat山0，K， K1) K2' 

辺元自!I(1 n;'j'lI¥l1ll'Oに於いて， すべてその鈍化のf'fJ克がいわばrllhlfのf{r.泣乞r1iめ， かつクロ{

}l.- 1J~:lkI瓦に於いては?ifìんど礎化なく ， OjK， OjK21c於いても他のがilJと具なり出引により!二件を示

さないととで、ある。

このような結*1土i1なた!主の京ili!環境下に於ける;主主IJn前に於L、てもみられるととであり， O/K， 
0/1むのJ'.外の少ないときは 1:日己物立の縦訓が少なく， I1加乙クロール記1~ Jl[の礎化と O/K， O/K~ 
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の秘劫についてはそうである。 μIlち室前， 1民it:i環境の如何をとわや，~illlJの負荷により)ぷ1'1:' ク

ロー }~i&~l立の縫化のi!íiだしいものに於いては O/K.特に O/K2 の上外法だしく，その縫化の少

ないものに於いては O/K.， O/K2の上外吉とみなかった。 日Ilち盟知11，分代謝の具?ifの度にI.lft;じて

energy 1tft~Jが大きく í$iLれるととをと):\1る。

考接

従米{底抗b\kぴ fC出動環境下の生休に除iする ?tî験生化.~;.~(J"J研究日"持{fのrf!Ç段とはgi'った{削11ニ

のもとに動物を材料として相々の方luiから1rわれているが， H. SelyelO)は十 20C の1JI;.n日に I~j以

をさらし，前1r I 11 (c iui lIlI.t1If!Jι前 2f111 fてはそれに総く 11t血経!?，以後 10)うヨ':15 H II¥Hiよ七較
的正:j.lÍn.Hlf1ìi~tc認め古I.if主クロ{ル(全1I1L)I主治 1，2 H ，こ侃く，以後 rE常に 1;0JL!I~するとと{é認め

ているが Brownell) も nhUζ於いて同fí，j:J: ~F主:f を f認めてゐり， Tuiして KaradyB)I主上記の泊

1， 2 r1 の 111;ク口{ル昨Ij~~悶:赤泊IJ;Rlj' のクロ ~Jv減少に1也[!\1するものとしている。 1lli); El1ioW:l) 

は，低械に生休がさらされると以排11\の榊)(，それに「ドなうクロ~ J~ のおi犬乞米すが， との場

合)\'{!!Uの肝臓を抽出するか，或いは多主tの良1;11~~ を rJrl r.JfJZ.させると，以)I~=)ìk び、 I乙クロ ~Jレ-l:JH l'， -!rì:は

誕 rc榊大し，かっとの平IJ)IJ~効県は他の如何なる Stressor'めよりも大きく，りlffζ y..その効よI~IJ:T

L主多哉の;J，をgliJえたときとよく似ていて， とれば!Jik¥-FlIT:休後五S*Jレモン 1!j)の役wにより ~[paHJ さ

れるととを認めている。-);CrismonW) f;UJ<分，食!;~~~iの総出制多行に ji!iJ し次の註!政{é行ってい

る。 μIlち家兎の前/Jl[1{e -550Cの氷'.[1fC 3分II¥J人れ， その筋肉 1[' のノk分並びにナトリウム-.~止を

iJlItむしそれらの:苦l切な土佐fitを認めている。

ビタミン Cの泊長については， Skelton"T! はI'j以(C於いて低am，日仰のtU後減I);， 以後哨~r止をご

み， --);m~\ 下]町村山除で'はその縫化を認めなかったといい， Dugal'めは低温百五:rドの動物のIJ1:' 
l汗!蹴及び副lp?のピグミン C~~t を: ìJlIJ:J~ し，そのi成少をと認めているが，低'ìKitになれた到l !J'yJl乙於い

ては減少しなかったと報告している。_.);Levin 11))は11I;i/{iL環境ードのn.ri:(のMIJ1r'fコレステリン赴

を測定し，その減少を認めている。 Brolin~O) は解剖眼的に低出JI主眼 1 p)~-ji. 2 ，二1(乙於いてlH¥i'P'fIi 

休前活:怯び、阿古lJ'tfの萎縮をとみるも， I日立ドJfi:休後葉はイ"S等様化石三みせなかったと以:';し， との場

合 Dalton"')は DOCAの投.Pil日i:MIJ'rtの主t't<ti'i左防ぎf'Jるととをと認めている。

-');I]'[l.ì1必事(I/~万l1Jî よりのi目指によれば， Josey"~) は， {11;]院は米村'i.lIll.ii支の111ttll!t-((F多l降板n血

球の増}i~: をと， Lかして心臓lIrl.液で、はむしろ減少を認め， との場合1'14血液1'1:'の11')"巴球減少，エオ

ジンllfi好'1:'1: r'T山球i成少;乞作なうととな 5};R-fl~ している。 Eliot~:l) fJ:低品!1 I1JJ~採により r(n，内沈のj二外並

びに血i夜蹴同時1I¥lの延長を認め， その他 H.Selyeは低温時時により， 出長(の/1(101保リンパ腺系

の縮小を認め，特に長期!の11I;泊LJI暴k容は血管監のとアザン沈治をみると報背している。

tJ，J-.のように低il~ltc闘してはいろいろな)j而より視察されているが，それらの研究は附んど

動物質!岐にとどまり， しかも料111の11bfiitJ1民境fC於ける長Wli阻害きであって，古rx.の授lh命保1'{二とは
大分そのjflliを具にするばかりでなく， [，dイ11，1休について同時に組々な生機物質を測定し，有機
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O [""J出M主性のもとに腕ちをしたものはない。 i按ギ;ιj行??れ'[吋Jβは3土;上;辿辿の」よ:づ !κc二人 1川i日川iリl 石役ご 1封L可:-:t~段〈とし一3お[)0C)乃うヨ主ミ一 4却

じUCの{低氏i泊I昆1ユ瑛袋境F下ドでで J土二記 1口3 杭H知J1の)以/瓜氏山lリl'生j機幾物 rr}f を 2剖測!I]むI]:，ìメ定j立~t

らv示やヂ炉、， いろいろの外力によって生体が民i'，:jされるとき， 主主体のエネルギ ~1\':湖，水分取主r!代

謝， WH't，翌三rJI， IHHT代謝等にタトゾjが大きく波及し，とれらf\，: ~f11のづちわるものは去微 L，あ

るものは又充溢するのであろう。 Lかしとれらf¥':iflJJの11左手:の11¥11ζ千j椛['，I'J時Ji'ttl，i6({-{I:L，生休

t5:J:;~ に内1" (J11射すニの↑i.(Jti~につとめ， これら外力(亡到して辿!駅下liを 1~H!J:ずる。かかる ;ì):'.床!こ於いて

安f[f ・ rJLî風の以係放，小川の以JJ琴町民 l官、 &1ひ。;還元!到底をーl出;山;:J)訓ij'，Ul‘と L て;}~2 JiJ L，侃ii山辺境

下の生11くの energy代前J'1efiJlJべると同時に，生体内部環境のtl，( Jti~~ {~:と1'!;-(0 )IJWI'. ~ど );11るため，以11\

式会イオン濃度並びに it]li~(，以限度，アンモ"'- -i'， :l:arl~~tなど 13 平和つ)ぷ '1' {J;Jt:t;物~'{'t 伝説IJ'J~ した。

~).!必'~hl\lJ';UJ: として ~ft米~(:1~.;li' されている )h'ld:'; あると!ても，それらの始んどすべては地慌に

いえば椛i)}iJlitJ~訟ではなく，椛;)，Ïの原 l人11合従主とともみなすべきもので品うろう o ~J~;Y;' と/5:'"ト )J¥c 

到する主主体の防禦反肱系の機能低下である以上，その外)J!、，ìkびにそれに到する肋r~]11引出内外)

ともに波野の}~(Jλ! となり f'J るも V~ 1.て政担?を一点示ずるものではなく，タト))1τ池l出;じてその生引く

のIW禦反l広系の機能が， -，1:常にかつ郎防¥11:)Vr大じて行けるならば， その生fイくは波野していると

はいいがたい。しかも行々をめぐる内的，外1'r'~JX~境のすべては岐う?の即日、!となり狩るのであっ

て， とれが戎るl比三l引j正初回復の郎IJ，!となり，又或る時fj:械掠右ともたらず!以i主!ともなる。従って

柿々な検夜訟がその外)J或いは内}J (防禦!幻自;)にJIζ11 して汗:沈するたらば，それ fj; v~Lて岐

持i)!ltJ~~去で・はなく，その郎 I J-:H'fY:1i:訟にすぎない。

岐ヲ捗?測!克ι?訟i去iとしてJ持1宋利:リ!川lJll
ヂ列lリjの!盛d点在京と怖J按主1な主附{係系あつてはならなLい/斗、o 才T罰'?;し白あつ7冗ζとし/た己ら， それは或るけ伐の腕時或いは

系列の波野 (1霊能)測定訟であって，土色体全休としての被う?をと去示ずるものではない。抗って

生休内の物民代謝がおにでも k_ にでも，とにかく ÆiV~Y/Mな)j[むをどとった場合，挽討すれば生体

の似品jな catabo1icphase (1%いは sympathic-tomy)陥入， 或い(1anabolic phase (或いは

vagotomy) 陥入のji]4 J切に FU~;J・にプラス或いはマイナスを止し作るものでなければならない。ひ

いてはそ(0);訟が列のlÜûírの生休に於いてi皮肉(或いは:1，~1即位止するととであろう。 1ノかL

その);1:去は現イ\:までのととら必やしもあるとは l\l~らない。

以上の脱出iiから者J?の保iIjしたすべての方法について批判検討を}Jnえてみるとととする。

1) 以水素イオン浪皮: 著者のiJ!lj'~Lたものは pHJ， pH2， pH :l:の3訟であるが， pH (従

オえの pH11'¥(ζ外ならなL、) でfjJl;J!¥(!， 11IiJ;J， JllßtlJ，低ijl;lj出[~[iJ の1)~ [1.1;.1 {e j江!じて犬々1I~.f1l 111' ，10(1::刊をIn，

或いはアルカリ1l!Uへ偏するものがあり，必歩、しも f正視或いは辺助fu:『により i牧tuz::何i くとは[\l~

らや， そのf[I'!fぷ!とよりi弓ヒ外)J(純労lえ1子)にも拘らや， あるもの十5:--II~j:限性に 3とあるいはブP

ルカリ t[Jz::ft(iくというととは， i'1ミf;j( 1乙外)Jが力Jlわり生休校 l出;が;芯~よされる Jて F ・般IC. acidosis 

iこ jtii くといわiれているとと佐ある ff:]Jfまで百:J~ずる lf11'沫ある :'Wrf といえるものと必える。 l~!li:.J 

プラスでも-"1 ナスでも l\:'ìì;;í\r' iーから ;nH~れるという ζ とが副主主?乞夫九ミもするととになるのではなか
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ろうカミ0

y... pHe 11アンモニヤ左除いたときの以11'燐限i取の pHtc¥ll告J円;ずるものであるが，これに

ついても{射すこの如何を IIIJ わ十イ[/.1休により一定じない。立11 ち防1:ι1~~J.tfC:比する燐般の.j:JrIUの版411

1こJt守力11或いはi成ノかするものがあり， そのどちらに岐貯が弧くイlザI:Lているかはいい難く， pH 

主に於いてもI，d松である。

2) )ぷ~I::;j先般!丸アンモユヤ，憐限11むについても前記と litH:í，のととがいわれ， i旦iiii或いは辺

助の良市により 1!ij~Ji/M{乙 ilnJ(少する1)ll'，ll! と J\'ì)JI1ずる1)S!)H! とがある。

3) 純労測定訟としてのノト)11 の以)J参択肢l自;についてみると，舵品W， i::ilこより 4~1I{iJ主むしろ下

降し，出動江市(侭'il{iIJ('.iひ、、vc京協環境下)によりト.htずるが，封!日tl:宇で灯、だfr.，の縫イじを示さな

かった。換すすれば内休i'内政努|人IIの-_.っと Lての出動によりj二外するが，低i品l'Fではむしろ

下降するというととは，本土Ld3:或る!I:!i'9.:!.~のj技能系の}在京に起l人1するととを物IIH- り，従って !:iì己

の)j訟とl，iJUdq戊1}}，;;( jJ，1紛れ訟ともいうべきもので，JJrの政う:}il!lt~'Ì1;と l .:ì、 Lノ、ぃ 1m: いように，目、わ

れる。

4) 又ノj、)11の泣:il:)iJ.l広については， .'j\.:;十l~.のJj;(訟に従い，自l'Ui::)'ilf!'[ cc 111'(についてみると，

割問)i正治!ともに下降L，)iliA!J (虫iJii並び‘ l什l~ilm下)によって{!i'IUJ な \:Hーをと示すjill;県となり，

とれば J ，liJJ;11のように J，jと分析に \r~t し休ì1立と Irtj;í<ídL:，単位 cc 常りの111'Lを以てつぶ:FJ~ じた場合， その;j¥

分HrJiJI'x. (排1]1，)の縫楽により， ITtj1JI'(が此33のイjj!!tにかかわりたく J: ドするととは多くの，~j.tX-に

より認められたととろで・あり，北:おーはかかるJ'Illllより 1n.)'.II¥I1Ii'Lもとってみた。それによれば釘

照よりも低温に於いて多少の上外百三認めたが) ti討JIll運動で吋:秘イl';少なく，むしろ活動出後('c於

いて下降の傾向を示し，低iKil.運動で・は ~~D~めて r~:;j1l1'L?i::示じた。 μ[Jち 1時IIIJiIl'C?i::とったiA介は，運

動による結果はマイナスを示した。 以jソj、)11の泣元fll'i.で、は，即位のようにrjt依 cc11江主ごとると

侭iBi白山の生休に於いてマイナスを止し) ~(JL'f抑制111111'i.で七;出!Tf!Jn前(宝ihiU の生休l乙於いてマ

イナス左足するという矛盾しプζ結J.I~となって L まった0

5) Vakat-O (1時II¥JiIl'りについては， とのiW1'多は.，1'，記泣元!又J.fQ;( 1 1I~'i'II\\ill'O のときと 111持々似

て;たり， 11I;Y/;iUifi.ぴ:1L:.)lli動ni'，:f(i広;Y/{iγド)に於いて汗i切に.1:外するが) jllillUJ (~i/{iU に於いてむ L

ろ下降するという結果になり ).+~il; もとれだけでは政務il!ll'J~訟として.J;fUJJ LJ:H~いものがあると

考えられるc

6) ;，'l(1c安[11. (ILil!l¥¥の以係!J.liJ:(OJK， OJK2' Kdrら)についてみると) Kl/K2ではiNll誌によじし

て{民iKi1.並びに;出動 (thyKil)に於いてのみ!二L~ している。 しかる O/K特に O/K2にについては，

f氏yKi1.ばかりでなく ~ÆIJ (京協並びに依也i環境ド)のすべてに於いて版めて ï~:j111'(乞示している。

かかる則に於いては，オヰ雨係数は多少とも政持iJ!1];.ι訟としての性十7，.を備えているものと考えら

れる。

グくに低il;i1. と谷川A~謝機能との附係について将棋をすすめてみよう o

a) 111;il;i1.とノk分!::(~必n代謝
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生体にミ日ミJ合が民体されると，休!刊に於ける水分llE-CJにそれに111ニなづ!出JiJ'j， !f:，)'~c食臨のlHfJが

起り， *111胞IIHì夜は.~!1.ì夜中へ，ひいては休外への排出が起る。水分iドポj を:支配する上位機能系と

してはIIlJlJi¥i自{.jt，nr[唱i系， ll!j)l降下J~i休後葉系，脳下垂体fJ IJiJ~'JJg系せ;があげられるが，他の内分泌

系はいわゆる{刺刊十H弘子 (conditioningfactor) ~ζ影響され，禾IJIぷにます Lての立J走の;主的!~[J4 子と

は')S-えられていないようであるが， 出 10[叫にみるよう l乙{l1;i i{iU'!良境下の M~.j.J\'ll'， l:'i: ~ii{~下巡回jの

場合とは)協を呉にし{IT:iJ;~で村:MU:JHl'，の晴1mが就にfIT:iKil.Ui'，:jlCjl (第2J;]c)にみられ，とれが1

n寺11¥¥後， 811寺11\\後までみ、られ，しかも時11\\の経過ととも ~'é =l:~~T大ずる傾向を:示す。なゐ以J'.のこ

とは11.i;iKiL環境}下の運動のliJ令にも同叫にみられる。 Lかし以上のような}ilii!臨}則的土全例にみら

れたとはl災らや，被検者の 1人1'0イタùでは低jJiil及び低訪日li:ÆlJの l'141~'d'I;'rてでも利以の榊引がrî，芯め

られや，むしろ保1'1:n i';lj後 1，:3吋/i¥J後IC逝lζ11I;fI!lを示している。とればBirne，BrOWl1e川 !;J，~!i; も

認めているようlら1'0f5il]fl低祖による catabolicphase (作;'iJi.J.r自D陥入生体とみなしてよいと

足、われるもので， l'(;~'~';1主家兎 vr:運動或いは~-，-\:{合をとI1. j\ljL.. ， f，}z排1'"の減少を認め，又nMtc締也

ナと以:j:JドIHの減少!:'i:オく出tl二回1UL-.)むしろ]EJii:;よりも哨加するととのあるととも認めている。

又 Bader， Eliot は低ii;iUZこ:lj~ ける利!副主lJi\\下J1Ïi休後:tlf~ ホルモンの投開により:jfll:\j!jされるとと乞

報 jl~- しているととろよりも， T0191]に於いては後:正のHt能が地{[::)I \I~ しているもののようにj目、わ

れる。又)山 l:jクロ~}l/も{lWilct j'，ljfc J:り増えするが， J.ぷ排出とは必やしも闘い~Wb品々係を示し

たとは眠らない。 1~[] ちがliJ{i!.fl 1~IJ で)JJ~I.I.I クj;! ~}l，.濃度(み(~271ωlJの越化のなかったものはG例111

2例のみで，との兵?;?反応は内分泌系の機能呉i;?と燃焼な閥係があるものと，141われ，以排Il¥の

増力1¥， クロ ~ll，.濃度の減少は i切らかにjJi\ì下民休後五ど機能低下に'1'1' なう)Jiíj'F目前休前悲rpiiJd此並び?

に副腎系 (Scholz'ヘH.Selye
10¥ BirnielO))の異常拠 fr~が'itlMM技能~r:影切を及ぼしたものとュ与

えられる。

b) 低iKil.と限臨基.LjS_q的J並びに energyit謝

休11支の pH恒常 (7.3~7.5) 制l社長は決iHj1i系，査r'!系，憐限系の絞制作JlJによってなされ，その

potential pHのrmf加工主にIli¥i，'i;tIM~の機能によるととは悦);\1のととろであろうが，生休\1ニ 111;

i肢が口前されると，休i刊に於ける energy代P'Jlの了c5iliと同時に， 時r乙f.j;i!iiLれ往生じ， alkali 
reserve f:t減少し，過剰の限'i't物'はは)，)(rl'に排出されることになろうが， 持t干の~.!ll.~訟に於いて

低iKilj[f，:てれ乙低iJ{~j!l1ÆÌJ0.i¥ljrとより， }，ぷ pHは主Jlt立に比じて1II;'ドL，il;:ij)ji限度， 燐限自{L↓j;上昇の傾

向笠示し.， J;]と係蚊のJ-.rl.をごみるが，前jA;の場合とHJfi::1r:1[M体により侭iKil(r:ftJずるえijjl'ft(のしかた

が見なり， そのため{11;i1;i1による pHrの何'Fは pH2の縫動と相まって pH'X::の坊主lJのljJ;;'iが将17大

して来る(みは， 2，31前DopIもは J!]çql より NHs 古と除く国定!臨必と燐般の.j~Hl\の 1ff閥111'(で，イ~111'ìの

{11;下は憐般の 111克服基[C比する.j~JÞW，増大喜三，又その上手l.f土:以前交の固定臨誌に比する *J\:I n減少役

立l引とするととになろうし， 又 pH:);:'f:J:以'11より NH3~と除いたときの pH 鵠勤の帆で， NH汚

lこ比して憐恨の排出がんとなったとき， pH 'X:tHiii少し又逆に NH3の1，)ド11'，榊JJ¥H5:*11!iーの唱え

友みるとととなろう。 以¥.より1'0，A例 lえびS，T19l]tζ》コいてみ、ると，1'0，A 例では pH
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.);::の減少，又 S，T例では駒大をみ， し。かもとれらのよって来たととろは1，[;;並立が'1'による泊先

限度，アンモニヤfll'[，:以m叫I[の推移より失¥1るように，生休の低温環境に到する反憶型と L.-C，
憐陵の1~nl't ~1:あたって回定!駿J去の喪犬右とやむなくされる1'0， A例のような担と，一方回定!甑

誌の喪失を防ぐための過剰の NH3の排出をごもってする S，T仰例jの2型が千右{

が，しかも前述したように TO例は低iKH訂'~:fによって以J7dJド出の減少とクロール濃度の増大

を来たしたIlf~\下.rJi)休後葉機能系の異常興訴型を思わせるものであり ， _.Jj S， T例は尿排H¥の

増加， クロ~}ルv浪皮の4初版過以i以弘叫泣込可端!J出t詰品なな、減 t少少Lb、を示し7た(:rj叩恥削iド仏利1，η}I朕仰IJ伏山]¥刈]¥Jl!司Jl!腺i民臨4泉料i凶瓜川b話叩副附il判w制附iリv明什lド代附l1?腎1)汗t守?系の呉?常E興許琵?型、乞も乞ιd忠1
たた‘ i幻以よyユJ，、U:上二のととは低i甑毘1環異境下;巡湛動良l唱荷:可5抑H時寺にもみ、られ， pH 主;及びクロ~}!.-濃度の鑓動のiíJt しい

ものにjないては OjK，OjK2の上昇がみられ， 逆V-C.鑓動の少ないものでは OjK，OjEらの上昇ー

はみられなかった。

以上のととより，諜冷に到する11111休の油臨反l庄の仕方はその11M休により異なり，その地l広反

l也却を次のように分知できるものと考唱える。!lPち

1) 賞以型 (11m下車;休後葉機能了じ準型)

2) 多以型 (Jmr下fIT:休前:!w機能充主主型)
{イ)具?;?克港型!

iロ)趨 l広型

以上の分業fiを H.Selye1的 tζよって併科すると， 著者のいう質!及型は!と:;VJ1反I!sO¥J](the stage 

of alarrn reaction) の shock 相に相常し，多以~W':I:' その異常充足ß型はわ'c shock 1'~1 (the stage 

of counter-shock)，又その趨l塩週日は抵抗JtJJ(the s也geof resistance)に相官ずるように忠われる。

又一)j野~1(，Í'は 1I1何 ÞilÎ成]1対Irj後忠者の尿並びに血液について生化串(l'~観察を行っているが，氏の

幸吉よI~によると，

イ)手術後0，，-，24時1I1J(0~48 U訓IJ)では， 隊長の減少， クロ{ル濃度の上Ha或いはカ!~鑓化，

pH の下降，以下11 アンモニヤ特に1:?\~限fl在の上外， OjK4 (新法)の一上昇。

ロ)手術後24，，-，7211寺1111(48~72 時I1I1Jでは，以?止の榊)JI1， クロ~)レ濃度の右qリ j な下降， pH 

のJ-.H-，アンモニ'¥'l1:北ずる燐恨の極端な円符， 0/K4の]二件。

ハ)乎術後10，，-，15日で北上ii日物質のi，ltj前fn'lunM:を;JZめている。

との場合のや|世直後の shock1'1lにゐける以の鑓化は，著者のl~f駄に沿ける賞以型 (TO， A 1>-1J) 

l乙相似し，術後 24~72 l1!j:IIUの抗 shock1'11 に沿ける生休反紘は，ェ古'::ifの多!求型 '1' の異常光証U~'!

にお11以たととろがある。

狐討すれば主主体に寒冷が作川すると生体反14(型は1161休によって具なり，そのあるものはIlf¥rf

rfI~休筏葉ホルモンの分泌~虫病IJ iL. MIJI汗皮質ホルモンの分泌、がj号沿いかぶされた，比i~史的高I]lff皮ï'f

4えfm111;ドをみる shock1mζ陥入ずるもの，或いは shock相vZ:lif，入するととなく， ~1ミJ令に釣し

呉'ii~~'L9h\ い防'Í.~~J文雄を示すととろのわ'c shock相にr(j入するもの， 或いは又以上の??ーf'i反肱をと
起さや抗抗J¥J]の反lis{を示すものがあるというととになる。
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以j二の11111休(人!HD のfJ&il!il1L:却する!叉肱fJ~H よりグくのととが二月'えられるように，也う。

日[lちfJ1i院に到して米経験の1iIMiが闘い底冷にw川されると， その生体は H.Selyeのいうを?
-~jîJ文l症を惹起し，しかも時には shock 相陥入も除!ょなくされるが，民冷がくりかえされると伽i

休はそれに油、臨し抗 shock~11ひいては抵抗~nに入る。 即ち11111休は窓冷1Ci¥Hしても，ある程

度のIliUJlはあるが，次第に「慣れ」を生やるようになる。しかしととに注立しなければならな

いととは，との寒冷に釘ずるJr&U底のかくとくのために1[，IH4(が油!忠エネルギーを泊耗し，時にそ

の11，日体が歪んだ泊肱を示す場， μIJち例えばリウマチス，正ü肱LI!J1~fi'i~を起すのみならや他の外力

(枯絞その他)にjなかされやすい休nになるような;14J-合のあるととである。しかしそれらの疾病
に主Jずる預防については，手キ1[1，1休のいろいろな1J1ioil環境下で、の生型11的J!た態を充分に検討{LJLつ

l切らかにするととによって，ある純度の創立iがたてられるのではなかろうか。とのように考え

てくる時， {.hT;協の人休vC，及 rf'す影等1jÆ fcM討して行われたかかる生化串(1句研究の成品:itÌ1~~ミ冷地);v乙

ゐける JfH~去の生f削除1'1'の検討或いは向上の 11111題に針して多少なりと科岳町!りな資料を抗fJl- しその

J:.i: iH~ 11::役立つものと1，汁ミる。

結論

低ji11環境が人体に到して如何なる影響をこ及Jますーか，そしてまた人休がその低出i環境に封して

如何なる泊!fQd主を示ずかというむ1iに 1M;] して，生化串~I句な:、工場から迫究したいと Z与えて師:々の低

il官僚1'1てにお・ける人休JitWf~ を，i.えみ， );氏flt，pH，判官lLアンモユヤ，燐1牝 クロ{ル， );民係数，

b氏)J引を反l広， ~立元)到底の測定等 13 ~~lの)ぷ生機物1Tの検京を行い ， :;j\くのような品N，*~と得た。

1) 袈冷UJt~r; により)ノ~ pHh pH2はかならやしも限性l乙傾くとは限らない。 しかも pH:);:: 

は，或るものは上外L，或るものは下降するので，その分i世間;大となった。また)ノ!と1-¥1アンモニ

ヤと憐限排出の割合をみるのに前者が過剰に排出される型と逆に排出の減少する羽!とに分けら

れる。しかもÎ l1型ともにクロ{ルの:fH夫が大であり， 且つ OjK，OjK~ の]二外から energy 代

謝のi~ìLれがみとめられた。

2) 低温に -!;li VL~勤役立j\:f した場合の pHlJ pH2はともにその分散がさらに大となるが，そ

の場合低温と異なり，燐酸並び、にアンモユヤの排/p.がともにえとなるので pH;U乙於てはその

分散は正常と呉ならなかった。それら pHの分i技大なるものに於てクロ{ルの排出にもi&Lれ乞

生じ同時に組めてi:1i度の energy代謝VLjなける障害百三みとめた。

』要するに低iJ;ilJ.t~境は生体iスjの|自主JHt謝並びに energy 代謝をl机容するものであるが，生休の

低む;;H乞却する油腿;'E主は伊|休によって必やしもIJu---傾向をと示すものではないととをみとめた。

捕手にあたり納i恐切なる御指導と例!校閲をj弘った，思j':llì桜井外~l~;: !JJ教授，吉本千ÍJÎl'i助教授，

並てどに結核研究所副風情助教授に1~~îlむなる感謝の立をと持げるとともに， *'IIf験VL絡始御協力泣
いただいたヲI~詳し淀川，竹中の諸氏にi~M陛の詩Lむをと捧げる。
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Resume 

With a view to investigating how the human body is inftuenced by and what kind 

of adaptability it shows to its cold environment， the author examined urines with respect 
to volume， pH， acidity， urine quotients， col1oid reaction， reducing reaction and contents 
of chemical substances， such as ammonium， phosphoric acid， Cl， etc.， by employing healthy 

male adults who were exposed to cold for 40 minutes at -400 ~ - 3[joC in an artificial 

frozen room. 

The results obtained were as follows: 
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1) Urinal pH did not always show a tendency to become acidic when the body 
was exposed to cold. The distribution of pH values was widely dispersed; they increased 

in some cases， while they decreased in others. 
The ratio between ammonium and phosphoric acid in urine exhibited two different 

cases of excretion; in one of them the ammonium and in the other the ~phosphoric acid 

was~ excreted in excess. 1n both cases， the 10ss of Cl was found to be very 1arge and 
moreover the disturbing influence upon energy exchange was inferred from the increase 

of urine quotients (OjK and OjK3). 

2) When the exposure to cold was accompanied by physical exercise， pH showed 
much wider dispersion， but since in this case， the excretion of both phosphoric acid and 
ammonium increased， the dispersion as to the pH-di妊erence(pHr-pH2) proved to be 
norma1 in contrast to the case without physica1 exercise. In those cases where pH 

va1ues were wide1y spread， the excretion of C1 became also unstable and high degree 
of drawbacks to the energy exchange was observed. 

In short， cold environment seems to retard salt metabolism and energy exchange of 
human body. 
The persona1 adaptability to cold temperature does not always show the same tep.-

dency and its reaction types seem to be c1assified into the following: 
1) Oliguria type (Hyperfunction type of pituitary posterior lobe) ， 
2) Polyuria type (Hyperfunction type of pituitary anterior lobe) ， 
2a) Abnormal hyperfunctioll type， 2b) Adaptatioll type. 
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(低・O!)

IIH 
氏名

O分 1 4げ
l 附 li31IFjill 
40分 40分

Y 2.ぢ 2.4 2.9 1.3 

T 2.7 3.2 2.2 2.3 

TO 0.8 15.1 日.7 1.3 

S 7.3 3.5 2.3 4.8 

TK 3.2 5.0 5.0 3.7 

A 2.2 5.8 4.6 2.6 



84 

氏名

(醤)

11手

40分O分

f往 々 オ三 i:rt 対1:

第 7表 O/K の消長

IIH 
1 1I;j，11iJ 311~;IIH 
40分 40分

Y 15.7 12.0 14.8 15.1 

T 17.8 17.1 23.9 20.4 

TO  28.0 25.6 24日 24.5 

S 13.3 17.2 18.3 15.7 

TK  15.6 16.5 17.1 14.2 

A 29.8 23.5 19.1 22.9 

氏名
O分

(fli;) 

11;)， 

40分

lliJ 
111手1m 311年li[j
4O分 40分

Y 20.5 23.8 18.6 23.5 

T 19.1 32.2 35.4 i 38.2 
TO  25.6 

S 16.3 17.2 I 16.1 I 24.0 

TK  16.6 

A 22.4 30.1 I 42.2 I 31.9 

氏名
O分

(迩) (ili;・迩}

HH 
o 分一 4.時O分 1 1 11.lFii|j iij J 3 HN iij 氏名 O分 40分

111キ[11] 311年[l1J 氏名
40分 40分 40分 40分

Y 22.9 29.0 Y 28.8 ' 14.5 15.7 

T 22.4 30目2 20.2 I 25.3 T 17.8 20.6 17.5 18.0 

TO  28.9 66.9 TO  24.2 53.5 54.8 25.5 

S 17.3 33.8 20.5 i 17.9 S 18.0 31.0 30.3 15.1 

TK  24.9 28.5 20.7 18.3 TK  22.7 32.1 36.8 38.8 

A 14.0 14.5 13.3 10.5 A 23.6 27.2 25.3 28.9 

一
第 8表 O/K2 の il'j 長

(滋j

I;)' 111] 

氏名 I0分 4C分 lL13同
y I 25.5 I 16.9 I 21.4 

T I 27.8 I 27.3 I 40.6 

T 0 I 56.4 I日2.7 I 47.8 

S I 20.7 I 27.8 I 30.4 

T K I 33.5 I 34.7 I 37.2 

A I 27.5 I 20.9 I 32号

311年liiJ
40分

24.5 

34目2

49.4 

24.7 

27.4 

38.4 

氏名

制
可
一
制分nu 

}
d

ア

L

Y

T

(

S

I

 

T

T

 

40.1 I 59.4 

37.7 I ち5.ヲ

58.1 I 126.4 

26‘8 I 6"，.2 

50.2 I 60.9 

29.1 I 27.7 

HIJ 
111;j'IlIJ 311年IBJ
40分 40分

30.6 I 39.0 

18.7 I 41.9 

63.7 I 37.3 

3ラ.1 I 29.弓

34.4 I 31.8 

23.1 I 18.0 

四刀

側
一
時
一
刊

山
一
例
け

1
1
A
a
 

311年IilJ
40分

Y 30.7 41.9 

T 32.1 日1.5 56.7 62.6 

TO  45.6 70.9 88.6 75.2 

S 27.5 31.6 32.9 45.3 

TK  28.8 ! 26.4 20.7 29.4 
A 75.5 日4.2

(fl¥";・迩)

1I~・

40分

44.9 

30.3 

110.1 

66.4 

69.8 

47.1 

IiH 
111年IiIJ 311キIBJ
40分 40分

21.5 I 25.5 

26.4 I 28.1 

125.0 I 67.1 

48.0 I 25.1 

67.4 I 6弓.4

44.5 I 50.6 
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第 9~受 K Ii K2 の治長
{主主)

氏名 |τ」 iHJ 
111キ/iij 3 II年/ifJ
40分 40分

Y 0.63 0.39 0.44 0.59 

T 0.57 0.59 0.70 0.68 

TO 1.01 1.06 0.95 1.01 

S 0.54 0.60 0.66 0.57 

TK 1.14 1.11 1.18 0.93 

A 0.&4 0.78 0.70 0.68 

迩

氏名
lI~' /il] 

40分 l 川村自
今J刀

311手lilJ
40分

O分

Y 0.75 1.05 0.76 1.06 

T 0.68 0.85 0.69 0.71 

TO 1.01 0.89 1.18 0.71 

S 0.55 0.90 0.71 0.65 

TK 1.01 ト14 0.66 0.74 

A 1.07 0.92 0.74 0.71 

名
aiい弘、
lee O分

(f応)

「喜一 IMJ 
IIl;Hlij 

40分 A í\~
I 40分

85 

3f1寺fllJ
40分

y I 0.73 I 0卸 I0.65 I 0.78 

T K I 0.74 I 0.59 I 0.73 I 0.73 

A I 0.69 I 0.69 I 0.79 I 0.70 

氏名

[11] 
1 II寺[1日 I1 fI制l¥]
40分 I40分

Y 0.54 0.56 0.49 0.63 

T 0.55 0.47 0.51 O.号7

TO 1.16 1.05 1.28 1.63 

S O.日7 1.14 0.61 0.67 

TK 0.96 1.18 0.83 0.72 

A 0:64 0.73 0.76 0.75 

第10表 尿最(1礼子flfJfi{()のi1'J長

氏名

(~~.) 

l--Ji」!日l1I 40?，'l- I 1 II長[I¥]I 3 lI，ljlfJ O分 I40分凡 i
! 40分 I40分

Y 100 72 290 90 

T 48 16 142 123 

TO 233 228 160 206 

S 85 135 137 127 

TK 110 300 3雪O 135 

A 66 62 55 62 

叩忠、・z

氏名
1I!f 111] 

i 0分 I40分 ii HMzqi3Hf!!ij 
I '~N I 40万 I 40刀一

Y 41 19.5 34 114 

T 48 22.5 20 108 

TO 109.5 67 45 41.5 

S 71 36 77 108.5 

TK 43 24 37 33.ラ

A 99 52.日 46 日6

氏名

)

ζ

 

Y

T

(

S

I

A

 

T

T

l

 

(flX;) 

| -1Jl  
I 40:Jt I馴 1311Wi40分 40分 40分

40 

21 

132 

48 

82 

70 

54 I 48 I 110 

39 I 198 I 119 

123 I 118 I 105 

75 I 240 I 21告

93 I 116 I 161 

117 I 200 I 174 

(f氏・迩)

氏名

O

K

L

 

Y

T

S

A

 

T

T

l

 

lI，¥; [11] 

.>:.'- 一二一I1 lI:)'iHJ 21時[11]Oカ I40刀 j川;ノ I40分 40分

62 

16 

108 

117 

150 

60 

181 

41.5 

112.5 

100 

92 

53.5 
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(低)

日を If¥J 

I 0 7i" I ょ I~附j j311キ1i¥JO分 405
40分 40分

y I 378 I 529 I仰 I578 
355 i 543 

1098 I 2127 

ω| 
765 

921 '1 

542 

809 

978 

1240 

914 

714 

873 

1400 

670 

199 

316 

631 

害予i

グロ戸ノレ(111抑制iむのi1'j長

1; 

T 

TO 

S 

TE王

A 

氏

(まと1')

U;J' 

40分
昼、〆'

Y う65 260 5ラB 473 

T 596 774 795 861 

TO 856 918 1288 1154 

S 699 120号 1199 978 

TK 558 945 8ラ8 732 

A 566 575 491 488 

3 JIをIi日
40分

第 11表

I1IJ 
1 U手IifJI 
40分 i

名氏

(低・;笠)

JI;J' 111] 
7:~ ) Ar.7"- 1 1時111]I 3 JI:)'IIIJ o 5r I 40分 i!I，vn I 40分 I40分

叩
出

i-iL旦iγO分 I An..n- I 1 JI寺IifJI 311:¥-，IIIJ 
i寸ノJ I 40分 40分

名

y 597 359 ラ89 887 

T 134 137 228 421 

TO 473 773 823 827 

S 1044 874 1169 980 

TK 446 559 68日 676 

A 483 743 554 468 

氏氏名

Y 352 123 2雪O 319 

T 3与2 126 175 246 

TO 326 169 323 280 

S 447 258 728 1101 

TK 467 231 421 276 

A 851 450 443 日68

(低)

IliJ 
1 JI寺11司I311年111]
40分 I40分

o (111.y，j:日航)のi1'I:長

i--JILjill 一一
I A"n.. I 1 11手111]I 311寺11司O分 I40分 i 凡|
一 I ，vNI 40うj" I 40分

第 12表

(岱'1')

lIS' 

40分

Y 426 735 566 590 

T 413 日54 875 896 

TO 。。 1034 949 738 

S 日号1 752 716 904 

TK 747 760 492 589 

A 608 1209 1531 919 

O分
1; 氏名

Y 600 日15 633 360 

T 592 542 532 414 

TO 629 592 699 508 

S ち44 913 946 6告。
TK 683 弓24 849 720 

A 689 714 与82 676 

氏

(低・迩)迩

11キ

40分

Y 389 1078 日17 420 

T 306 396 462 376 

TO 294 1174 1034 435 

S 677 825 663 日40

TK 319 
即 |;::|ω

A 557 987 I 741 I 703 

IIIJ 

ll Ilキ1111i"をIIlJ
40分 40分O分

名.L¥: 311;)'lllJ 
40分

Y 634 ラ28 日76 412 

T 972 488 240 538 

TO 320 972 541 ち34

S 706 703 804 800 

TK 59ラ 483 8弓2 442 

A 486 317 289 285 
一一一一一一一一一一一一

IllJ 
1 JI，¥'lIfJ I 
40分|

nij' 

40分O分
名氏
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(羽)

第 13表 K (1時!日111在jの消長

キ liIJ
氏名 (¥ Z}- I A(¥Z}- I 1時間 I311キ[1日

V /~ I 山川 I 40分 I 40分

子一 38.31 42.4ーム;1一三J
7

0

1

K

L

 

F
i
T
J
T
J
 

q

L

7

t

q
ノ臼

0

0

/
白

••••• 0

0

!

0

9

 

2

2

4

4

5

2

 

q

J

r

b

/

D

Q

U

A

a

 

.•••• η

L

o

o

n

u

q

〆

o

n

4

n
ノ
-

r

フ

A
H
a
q
J

7
t
t
t
k
-ノ

O

O

A
守

•.••• 1

l

q

J

4

4

1

1

n

u

 

q

J

q

L

K

ノ

q
コ
q
J

4
に
ノ

4

3

0

••.•• 0

o

q

L

n

u

-

-

肉、戸

3

2

4

4

2

 

(迩)

TK  

‘A 

1m 
1 l¥a'IIU I 31¥をIIfJ
40分 I 4ひ分

39.3 

21.8 

21.3 

25.1 

45.1 

24.2 

27.。
23.8 

31.8 

17.0 

22.0 

28.0 

25.6 

第14a受 Kll111寺IIfjl，a)のil'S長

氏名

O

K

 

Y

T

S

A

 

T

T

 

O分 分

間
一
時
一
伺

HlJ 
111剖iiJI 311年Ji¥J
40分 I40分

14.8 1 12.1 1 13.2 1 8.6 

12.0 1 11.8 1 9.2 1 8.2 

11.3 1 11.7 1 13.9 1 10.4 

14.2 1 19.7 1 20.1 1 14.9 

11.7 I 16.7 I 13.5 I 12.2 

10.5 1 13.3 I 12.6 1 11.9 

迩

氏名

O

K

L

 

Y

T

A

 
T

T

」

O分 I40分 I14思Hl日開!自

氏名 O分

WI:) 

一昨 1m
1 111手nfJ' 31時[llj

40分 I'40分 40分

30.8 1 30.4 25.1 20.8 

O

K

 

Y

T

 
T

T

 

21.7 I 17.2 I 24.8 I 23.4 

23.4 I 29.6 I 22.7 I 19.9 

33.9 1 43.81 34.0 1 37.7 

48.1 I 48.0 I 41.1 I 34.7 

27.1 I 40.7 I 36.4 I 29.5 

([lt • Jlli) 

I 寸 t， liJ] 
氏名 I(¥ ，>:''- Aρb 11¥手IIU 311寺IHJ

/J I 40分 40分

y I 20.1 I 37.5 I 35.7 I 26.7 

T I 17.2 I 19.2 I 26.3 I 20.9 

TO  I 12.1 121.9 I 18.9 I 17.1 

s I 37.7 ， 26.6 ， 22.1 ， 35.9 
TK  I 14.0 I 25.2 I 16.6 I 16.3 

A I 23.6 I 36.1 I 33.7 I 24.6 

氏名
O分

(il氏j

H手

40分

IIIJ 
11時間 1311約11]
40分 I40分

O

K

 

Y

T

b

 
T

T

 

氏名

O

K

 

Y

T

 T
T

 

(低・迩)

|-7J 
0分 |ω分 l1411J11111型q

l71|134l116ll仏2
6.1 1 6.1 I 8.9! 7.5 

ル 136;85li

9.2!!日 12.7 10.4 
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(婆l'l

第 15表 K~ (1 J1~'IIll'í直)の消長

氏名 il瓦丁:瓦FA可11すi

O

K

L

 

Y

T

S

A

 

T

T

l

 

(o.n 
寺/iiJ

氏名 I"Zl- I ̂"n，. I 1 n;~' Il \J I 3 11~' Il \J I 0分 I40分 i!!ノJ "v/J ， 40分 I40分

Y 15.8 8.9 18.9 10.6 

T 25.8 8.7 12.8 12.号

TO 日日 7.7 8.ラ 14.7 

S 26.6 10.9 230 27.3 

TK 11.9 7.9 168 13.8 

A 15.3 11.4 14.7 l与.8

(fL~) 

Uキ lliJ 

。分 40分
III手11111311手Il
40分 40分

12.0 : 16.3 18.4 14.1 

12.9 i 10.8 iラ.4 14.3 

13.4 i 14.6 10.7 9.8 

20.0 24.2 16.7 19.9 

26.0 28.8 23.8 20.0 

16.0 24.2 20.3 17.3 

(íL~ . ;笠)

1一一一一一」庄一一一IJiJ
O分 40分 l||i4I0II分-liijii | 311寺1l¥J

40分

13.0 24.0 24.0 16.4 

11.2 13.1 17.5 13.4 

5.6 10.7 8.3 6.ぢ

24.0 124 13.8 21.5 

7.1 11.6 10.2 8.5 

14.4 20.8 21.0 14.1 

氏名

O

K

L

 

Y

T

A

 
T

T

i

 

氏名

一
Y

T

m

s

M

A

(:¥¥Ilj 

第16表 i笠7i:;!j([( 1 nS'Il¥]'il在)のi'i'I長

(ft~) 

E 名 idhJl JLl  idill税i]

迩

氏名
IlS' IliJ 

0分 I40分 I1時iiH1311311可
40分， 40分

Y 12.5 10.7 14.2 12.0 

T 29.4 11.9 14.4 

TO 6.6 9.0 10.8 9.ち

S 21.0 12.4 20.3 15.7 

TK 13.3 10.1 14.7 10.9 

A 13.4 145 12.6 13.9 

氏名 I0分 I40分 l明iJI 311.'fIl¥J 40分
11.9 

11.7 

108 

16.3 

16.7 

14.6 

名 10分 iJL|145111掠u



{段i払波JJZ下の生fいこ持}Jする.tl三化e-~的研究 89 

第17表還元抗(100ccJのii'i長
(1\~) (it~) 

氏名

iiキ 11自

I 1 日寺Ii¥JI 311年IllJ
40分 i!I 40分 I40分O分

Y 14.2 17.1 5.9 11.3 

T 28.8 22.2 11.0 7.5 

TO 7.7 6.9 10.0 10.6 

S 21.4 17.3 14.6 12.2 

TK 14.3 6.9 4.1 9.3 

A 17.2 17.ラ 19.2 17.5 

氏名

(j笠j

H年

40分

111] 
111寺111]I 31t.¥;lllJ 
40分 I40分

42.0 I 10.5 

59.4 1 13.3 

24.0 I 23.0 

26.4 I 14.5 

39.7 I 32.0 

27.4 I 24.8 

O分

O

K

L

 

Y

T

A

 
T

T

A

 

30.6 

61.3 

6.0 

29.6 

30.9 

14.9 

55.0 

13.1 

34.5 

42.0 

27.6 

.!.~ ~ 

日年

40分

Ifl] 
111.¥'1I司 I311.)，111] 
40分 I40分O分

Y 23.7 33.1 25.8 10.8 

T 日0.3 37.1 6.9 9.8 

TO 9.6 11.9 1I.8 10.3 

S 38.5 24.ヲ 6.3 7.6 

TK 26.4 24.2 16.2 10.4 

A 19.2 16.9 9.5 8.4 

42i-IFi-L下d!日ザi一

(!tJ 

第 18表 11努jJ民If(!l(保波数)の消長

氏名 O分 I40分 |!lHキ~i] I 311キ!日l
40分 40分

Y 28 30 20 26 

T 38 28 20 20 

TO 18 18 22 18 

S 28 28 30 28 

TK 24 20 18 22 

A 26 28 28 28 

(ill1J 

IIlJ 
氏名 40 分ル I 1.~ìJ!i] I 3.~;ìJ!iJ o 玉テ 40分 40分
一一一一

Y 30 日0 40 24 

T 22 26 24 20 

TO 20 28 40 36 

S 28 36 34 28 

TK 28 40 36 32 

A 24 36 32 30 

氏名
分

E
一日一

4分nu 

311~; IiiJ 
40分

22 

18 

22 
24 

22 
26 

O

K

L

 

Y

T

S

A

 

T

T

」 30 

24 

24 

20 

28 

氏名

(低・迩)

11年

O分 I40分

Ifi] 
111長11江I311年lIiJ
40分 I40分

Y 24 20 32 20 

T 30 34 28 26 

TO 24 34 24 32 

S 20 26 28 24 

TK 20 28 28 26 

A 24 24 23 24 
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第 19表クローん(100cc)のi1'i.E主

氏名

{事J)

「司:

40分

110 
11¥寺11司I311'1'lm 
40分 I40分O分

Y 595 361 193 ラ26

T 1241 560 700 

TO 367 403 80日 ラ60

S 817 893 875 770 

TK 507 245 日42

A 858 928 893 787 

氏名

(迩)

U.¥， 

40分

IIlJ 
111年1l¥JI 3 ¥1年Il¥J
40分 I40分O分

Y 856 631 735 279 

T 735 560 87ラ 228 

TO 297 252 718 675 

S 630 717 945 1015 

TK 1086 963 1138 824 

A 860 857 963 1014 
一 一一一

(f氏)

Ii1J 

O分 40分 i馴!日寺11
40分 40分

945 980 525 

948 910 455 

509 893 770 

6日8 840 297 450 

770 823 753 770 

787 787 700 525 

(i氏・迩)

fI年 !日]

O分 I40分 l l0応分11111! 311干II¥J
407i" I 40分

氏名

)

ア

L

Y

T

(

S

I

 

T

T

 

氏名

Y 963 664 1033 490 

T 838 913 912 1014 

TO 438 560 840 807 

S 8ヲ2 910 1102 980 

TK 297 490 7ラ3 735 

A 805 839 839 875 

一
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